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◆特別児童扶養手当・特別障害者手当・障害
主な内容

市 民 憲 章
　1. 水と緑を愛し 美しいまちをつくりましょう
　1. 未来をのぞみ 明るいまちをつくりましょう
　1. 心をやさしく 福祉のまちをつくりましょう
　1. 日日をはげみ 豊かなまちをつくりましょう
　1. 笑顔をたやさず 平和なまちをつくりましょう

見て、上手にむけたよ！
トウモロコシの皮むき体験

　7月2日、牛久ひかり保育園で農業体験教室

が行われました。

　この日は、園児たちが水をあげて大切に育

ててきたトウモロコシの苗を畑に植える予定

でしたが、あいにくの雨で予定変更。

　ぱんだぐみとひつじぐみの園児たちは、秋の

収穫に向けて一足お先にトウモロコシ「味
み ら い

来」

の皮むきを体験しました。

　園児たちは、小さな手でなかなか取れない

トウモロコシのヒゲ抜きに挑戦していました。

　　　　　　　　　　　(11ページに関連記事)
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〈
対
象
〉　

精
神
ま
た
は
身
体
に
障
害
の
あ

る
20
歳
未
満
の
児
童
を
家
庭
に
お
い
て

監
護
し
て
い
る
父
、
も
し
く
は
母
、
ま

た
は
父
母
に
代
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養

育
し
て
い
る
方
を
対
象
と
し
、
申
請
が

必
要
で
す
。

◆
手
当
の
対
象
と
な
る
児
童
の
障
害
の
程
度

○
特
別
児
童
扶
養
手
当
１
級

・
身
体
障
害
者
手
帳
の
判
定
が
お
お
む
ね

１
・
２
級（
内
部
的
疾
患
含
む
）
程
度
に

該
当
す
る
も
の

・
療
育
手
帳
の
判
定
が
Ａ･

Ａ
程
度
の
知

的
障
害
で
あ
る
場
合
、
ま
た
は
同
程
度

の
精
神
障
害
が
あ
る
場
合

○
特
別
児
童
扶
養
手
当
２
級

・
身
体
障
害
者
手
帳
の
判
定
が
お
お
む
ね

３
級（
内
部
的
疾
患
含
む
）程
度
に
該
当

す
る
も
の

・
療
育
手
帳
の
判
定
が
Ｂ
程
度
の
知
的
障

害
で
あ
る
場
合
、
ま
た
は
同
程
度
の
精

神
障
害
が
あ
る
場
合

※
た
だ
し
、
次
の
場
合
は
受
給
す
る
資
格

が
あ
り
ま
せ
ん
。

①
児
童
お
よ
び
父
、
母
ま
た
は
養
育
者
が

特
別
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
障
害
者
手
当
・

障
害
児
福
祉
手
当
の
お
知
ら
せ

日
本
国
内
に
住
ん
で
い
な
い
と
き

②
児
童
が
障
害
に
よ
る
公
的
年
金
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
と
き

③
児
童
が
児
童
福
祉
施
設（
保
育
園
・
通

園
施
設
・
肢
体
不
自
由
児
施
設
へ
の
短

期
母
子
入
所
を
除
く
）
に
入
所
し
て
い

る
と
き

〈
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
額
お
よ
び
支
払
日
〉

　

手
当
の
額
は
認
定
請
求
を
し
た
日
の
属

す
る
翌
月
分
か
ら
左
記
の
額
が
支
給
さ
れ

ま
す
。
た
だ
し
、
前
年
の
所
得（
課
税
台

帳
に
よ
る
）
が
表
の
所
得
制
限
限
度
額
以

上
の
方
は
そ
の
年
度（
８
月
か
ら
翌
年
７

月
ま
で
）手
当
が
停
止
さ
れ
ま
す
。

◆
手
当
の
額

　

等
級
月
額（
児
童
１
人
に
つ
き
）

　

１
級
…
５
万
７
５
０
円

　

２
級
…
３
万
３
８
０
０
円

◆
手
当
の
支
払
日（
11
日
が
土
・
日
・
祝

日
の
場
合
は
そ
の
前
営
業
日
）

　

支
払
期
…
支
払
日（
支
給
対
象
月
）

　

４
月
期
…
４
月
11
日（
12
～
３
月
分
）

　

８
月
期
…
８
月
11
日（
４
～
７
月
分
）

　

12
月
期
…
11
月
11
日（
８
～
11
月
分
）

〈
所
得
に
よ
る
支
給
制
限
〉

　

請
求
者（
本
人
）や
配
偶
者
お
よ
び
扶
養

義
務
者
の
所
得
が
限
度
額
以
上
で
あ
る
場

合
は
、
そ
の
年
度（
８
月
か
ら
翌
年
７
月

ま
で
）の
手
当
が
支
給
停
止
と
な
り
ま
す
。

〈
手
当
を
受
け
る
た
め
の
手
続
き
〉

　

手
当
を
受
け
る
た
め
に
は
、
市
社
会
福

祉
課
窓
口
に
次
の
書
類
を
添
え
て
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。
知
事
の
認
定
を
受
け
る
こ

と
に
よ
り
、
県
か
ら
手
当
が
支
給
さ
れ
ま

す
。

特
別
児
童
扶
養
手
当

扶養親族の数 請求者（本人）
配偶者および
扶養義務者

0人 4,596,000円 6,287,000円
1人 4,976,000円 6,536,000円
2人 5,356,000円 6,749,000円
3人 5,736,000円 6,962,000円
4人 6,116,000円 7,175,000円

5人以上
以下380,000円

ずつ加算
以下213,000円

ずつ加算

所得制限限度額表

※この表は平成22年6月までに認定請求する場合の
ものです。

◆
添
付
す
る
書
類

①
請
求
者
と
対
象
児
童
の
戸
籍
謄
本（
抄

本
）
外
国
人
の
方
は
、
登
録
済
記
載
事

項
証
明
書

②
請
求
者
と
対
象
児
童
が
含
ま
れ
る
世
帯

全
員
の
住
民
票

※
①
お
よ
び
②
の
発
行
日
は
認
定
請
求
か
ら
１

カ
月
以
内
の
も
の
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

③
所
定
の
診
断
書（
市
社
会
福
祉
課
窓
口
に

あ
り
ま
す
）

　

診
断
書
は
申
請
日
か
ら
起
算
し
て
２
カ

月
以
内
の
も
の
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
次
の
場
合
は
診
断
書
の
添
付

を
省
略
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

窓
口
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

・
療
育
手
帳
の
判
定
が
Ａ
・
Ａ

・
身
体
障
害
者
手
帳（
内
部
障
害
を
除
く
）

の
等
級
が
１･

２･

３
級（
下
肢
障
害
に

つ
い
て
は
４
級
の
一
部
を
含
む
）

④
そ
の
他
必
要
な
書
類

　

金
融
機
関
通
帳（
手
当
の
受
給
は
口
座

振
込
が
便
利
で
す
。
必
ず
請
求
者
本
人
の

口
座
名
義
の
も
の
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

児
童
の
口
座
に
は
振
り
込
み
で
き
ま
せ
ん
）

☆
手
続
き
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
社
会

福
祉
課
の
窓
口
と
な
り
ま
す
。
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特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉
手
当

　

日
常
生
活
に
常
時
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る
障
害
者（
児
）で
、
支
給
要
件
を
満
た

す
方
に
特
別
障
害
者
手
当
、
障
害
児
福
祉
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
該
当
す
る
と
思
わ

れ
る
方
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

特
別
障
害
者
手
当

【
身
体
・
知
的
・
精
神
】

〈
対
象
〉　

精
神
ま
た
は
身
体
に
著
し
く
重

度
の
障
害
が
あ
る
た
め
、
日
常
生
活

に
お
い
て
常
時
特
別
の
介
護
を
必
要

と
す
る
程
度
の
状
態
に
あ
る
在
宅
の

20
歳
以
上
の
方

〈
支
給
対
象
と
な
る
障
害
の
程
度
〉

１
．
左
記
の
障
害
が
重
複
す
る
方

①
両
眼
の
視
力
の
和
が
０
・
04
以
下

②
両
耳
の
聴
力
レ
ベ
ル
が
１
０
０
デ
シ
ベ

ル
以
上

③
両
上
肢
の
機
能
に
著
し
い
障
害
が
あ
る

方
ま
た
は
両
上
肢
の
す
べ
て
の
指
を

欠
く
方
も
し
く
は
両
上
肢
の
す
べ
て

の
指
の
機
能
に
著
し
い
障
害
が
あ
る

方
④
両
下
肢
の
機
能
に
著
し
い
障
害
が
あ
る

方
ま
た
は
両
下
肢
を
足
関
節
以
上
で

欠
く
方

⑤
体
幹
の
機
能
に
座
っ
て
い
る
こ
と
が
で

き
な
い
程
度
ま
た
は
立
ち
上
が
る
こ

と
が
で
き
な
い
程
度
の
障
害
が
あ
る

方
⑥
①
～
⑤
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
身
体

の
機
能
の
障
害
ま
た
は
長
期
に
わ
た

る
安
静
を
必
要
と
す
る
病
状
が
①
～

⑤
と
同
程
度
以
上
と
認
め
ら
れ
る
状

態
で
あ
っ
て
、
日
常
生
活
で
常
時
特

別
な
介
護
を
要
す
る
方

⑦
精
神
の
障
害
で
あ
っ
て
①
～
⑥
と
同
程

度
以
上
と
認
め
ら
れ
る
程
度
の
方

２
．
１
の
障
害
と
同
程
度
以
上
と
認
め
ら

れ
る
程
度
の
方

〈
支
給
制
限
〉

①
受
給
資
格
者
ま
た
は
そ
の
配
偶
者
も
し

く
は
扶
養
義
務
者
の
前
年
の
所
得
が

一
定
金
額
以
上
で
あ
る
と
き（
受
給
資

格
者
の
所
得
に
は
非
課
税
で
あ
る
障

害
基
礎
年
金
を
含
み
ま
す
）

②
身
体
障
害
者
更
生
施
設
な
ど
の
社
会
福

祉
施
設
に
入
所
し
て
い
る
方

③
病
院
ま
た
は
診
療
所
に
３
カ
月
を
超
え

て
入
院
し
て
い
る
方

〈
支
給
額
〉　

２
万
６
４
４
０
円（
月
額
）

〈
支
給
月
〉　

手
当
の
支
払
い
月
は
、２
月
・

５
月
・
８
月
・
11
月
で
す
。

〈
申
請
窓
口
〉　

市
社
会
福
祉
課（
手
当
を

受
け
る
に
は
所
定
の
書
類
を
提
出
し
、

認
定
請
求
が
必
要
で
す
）

障
害
児
福
祉
手
当

【
障
害
児（
身
体
・
知
的
・
精
神
）】

〈
対
象
〉　

日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
特
別

の
介
護
を
必
要
と
す
る
程
度
の
状
態
に
あ

る
在
宅
の
重
度
の
障
害
児（
20
歳
未
満
）

〈
支
給
対
象
と
な
る
障
害
の
程
度
〉

①
両
眼
の
視
力
の
和
が
０
・
02
以
下

②
両
耳
の
聴
力
が
補
聴
器
を
用
い
て
も
音

声
を
識
別
で
き
な
い
程
度

③
両
上
肢
の
機
能
に
著
し
い
障
害
が
あ
る
方

④
両
上
肢
の
す
べ
て
の
指
を
欠
く
方

⑤
両
下
肢
の
用
を
全
く
廃
し
た
方

⑥
両
大
腿
を
２
分
の
１
以
上
失
っ
た
方

⑦
体
幹
の
機
能
に
座
っ
て
い
る
こ
と
が
で

き
な
い
程
度
の
障
害
が
あ
る
方

⑧
①
～
⑦
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
身
体

の
機
能
の
障
害
ま
た
は
長
期
に
わ
た

る
安
静
を
必
要
と
す
る
病
状
が
前
各

号
と
同
程
度
以
上
と
認
め
ら
れ
る
状

態
で
あ
っ
て
、
日
常
生
活
で
常
時
特

別
な
介
護
を
要
す
る
方

⑨
精
神
の
障
害
で
、
①
～
⑧
と
同
程
度
以

上
と
認
め
ら
れ
る
程
度
の
方

⑩
身
体
の
機
能
の
障
害
ま
た
は
病
状
も
し

く
は
精
神
の
障
害
が
重
複
し
、
そ
の

状
態
が
①
～
⑨
と
同
程
度
以
上
と
認

め
ら
れ
る
程
度
の
方

〈
支
給
制
限
〉

①
受
給
資
格
者
ま
た
は
そ
の
配
偶
者
も
し

く
は
扶
養
義
務
者
の
前
年
の
所
得
が

一
定
金
額
以
上
で
あ
る
と
き

②
肢
体
不
自
由
児
施
設
な
ど
に
入
所
し
て

い
る
方

③
障
害
を
支
給
事
由
と
す
る
年
金
給
付
を

受
け
て
い
る
方

〈
支
給
額
〉　

１
万
４
３
８
０
円（
月
額
）

〈
支
給
月
〉　

手
当
の
支
払
い
月
は
、２
月
・

５
月
・
８
月
・
11
月
で
す
。

〈
申
請
窓
口
〉　

市
社
会
福
祉
課（
手
当
を

受
け
る
に
は
、
所
定
の
書
類
を
提
出

し
、
認
定
請
求
が
必
要
で
す
）

問い合わせ　市社会福祉課☎内線1711～1712

「
特
別
児
童
扶
養
手
当
」の
所
得
状
況

届
お
よ
び「
特
別
障
害
者
手
当
・
障

害
児
福
祉
手
当
・
経
過
的
福
祉
手
当
」

の
所
得
状
況
届
・
現
況
届
に
つ
い
て

　

対
象
者
の
手
当
支
給
の
可
否
を
確
認

す
る
た
め
、
現
況
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

届
け
出
が
な
い
と
、
８
月
分
以
降
の
手

当
の
支
給
が
停
止
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

特
別
児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て
は
、
２
年

間
届
け
出
を
し
な
い
場
合
は
、
受
給
資

格
が
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

対
象
者
の
皆
さ
ん
は
、
郵
送
し
た
書
類

を
期
日
中
に
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
期
間　

【
特
別
児
童
扶
養
手
当
】８

月
11
日（
火
）～
28
日（
金
）、【
特
別
障

害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉
手
当
・
経

過
的
福
祉
手
当
】
８
月
11
日（
火
）
～

９
月
10
日（
木
）※
土
・
日
曜
除
く
。

※
８
月
中
旬
に
な
っ
て
も
書
類
が
届
か

な
い
場
合
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

特別児童扶養手当・特別障害者手当・障害児福祉手当
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（
１
）対
象
者　

　

口
腔
機
能
が
低
下
し
て
い
る
方（
左

記
の
項
目
中
、
２
項
目
以
上
に
該
当

す
る
65
歳
以
上
の
方
）

①
半
年
前
に
比
べ
て
固
い
も
の
が
食

べ
に
く
い

②
お
茶
や
汁
物
な
ど
で
む
せ
る

③
口
渇
が
気
に
な
る

（
２
）参
加
者
数　

　

平
成
20
年
度
は
、
参
加
者
65
人
の

う
ち
、
59
人
が
教
室
参
加
前
後
の
口

腔
機
能
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
ま
し
た
。
そ

の
中
で
、
51
人（
78
・
５
％
）
の
方
に

口
腔
機
能
が
良
好
に
な
っ
た
と
い
う

結
果
が
出
て
い
ま
す
。

（
３
）教
室
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

１
コ
ー
ス
６
日
間
で
実
施
し
て
い

ま
す
。

《
主
な
内
容
》

◇
教
室
前
後
検
査（
口
腔
機
能
、

乾
燥
度
、
そ
し
ゃ
く
力
ほ
か
）

◇
目
標
設
定
、
自
己
紹
介

◇
ミ
ニ
講
話（
毎
回
、
口
腔
機
能

に
関
す
る
幅
広
い
内
容
を
専
門

的
に
、
分
か
り
や
す
く
実
施
）

◇
口
腔
機
能
向
上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

◇
口
腔
機
能
ア
ッ
プ
ゲ
ー
ム
、
体

操
、
替
え
歌
な
ど
の
お
楽
し
み

メ
ニ
ュ
ー

（
４
）検
査
評
価
結
果
か
ら

　

教
室
参
加
者
全
体
で
か
な
り
成
果
が

上
が
り
ま
し
た
が
、
中
で
も
特
に
成
果

が
上
が
っ
た
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

（
全
参
加
者
の
平
均
値
で
の
比
較
）

︻
客
観
的
改
善
項
目
１
︼

　

最
も
改
善
が
あ
っ
た
の
は
、
だ
液
分

泌
量
で
あ
り
、
前
後
比
較
で
79
・
４
％

上
昇
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
口
腔
機
能

向
上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
の
顔
面
、
舌
体
操

を
は
じ
め
、
だ
液
腺
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
口
腔

体
操
の
実
践
の
成
果
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
そ
し
ゃ
く
力
も
24
％
上
昇
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
か
む
こ
と
の
重
要
性
に

つ
い
て
、
各
自
の
意
識
が
向
上
し
、
食

事
や
口
腔
機
能
向
上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で

積
極
的
に
か
む
こ
と
を
心
掛
け
た
こ
と

と
だ
液
の
分
泌
量
上
昇
に
よ
る
成
果
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

市
で
は
、
口
腔
機
能
が
低
下
し
て
い
る
方
を
対
象
に
、『
お
口
か
ら
元
気
！
口
腔

教
室
』を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
教
室
は
、
単
な
る
歯
磨
き
指
導
だ
け
で
な
く
、

口
腔
機
能
が
低
下
す
る
高
齢
期
に
、
確
実
に
増
え
て
い
く
誤ご

え

ん嚥
性
肺
炎（
肺
炎
の

70
％
）予
防
の
た
め
、
口
唇
、
舌
、
の
ど
の
奥
の
筋
力
を
上
げ
る
、
だ
液
の
出
を
良

く
す
る
、
か
む
力
を
強
化
す
る
、
と
い
っ
た
具
体
的
な
方
法
で
口
腔
機
能
を
上
げ

て
い
き
ま
す
。

お
口
か
ら
元
気
！
口こ

う

く

う腔
教
室
実
施
報
告

0

1

2

3

4

5

6

7

︻
客
観
的
改
善
項
目
２
︼

　

口
腔
内
の
食
物
か
す
が
42
・
５
％
減

少
し
、
舌
お
よ
び
歯
の
汚
れ
も
約
50
％

減
少
し
て
い
て
、
各
自
の
口
腔
ケ
ア
へ

の
取
り
組
み
の
成
果
が
十
分
に
み
ら
れ

ま
す
。

　

そ
れ
以
外
で
も
30
秒
間
の
だ
液
飲
み

込
み
回
数
も
30
％
上
昇
し
ま
し
た
。0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

客観的改善項目1

客観的改善項目2︻
グ
ラ
フ
の
見
方
︼点
数
が
低
い
ほ
ど
良

好
で
、
口
腔
の
空
気
漏
れ
や
汚
れ
な
ど

が
少
な
い
こ
と
を
示
し
ま
す
。

︻
グ
ラ
フ
の
見
方
︼点
数
が
高
く
、
分
泌
距

離
が
長
い
ほ
ど
良
好
で
、
か
む
力
が
強
く
、

だ
液
分
泌
量
が
多
い
こ
と
を
示
し
ま
す
。

フィルター用

紙を細長く切

り、舌の上に立

てて、分 泌 量

を測定します。



�  －広報うしく　２００９．８．１－

（
５
）事
後
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

☆
気
持
ち
が
明
る
く
な
っ
た
！

　

５
日
目
に
実
施
し
た
事
後
ア
ン
ケ
ー

ト
を
見
る
と
、
ま
ず
、
気
持
ち
の
変
化

（
グ
ラ
フ
１
）
で
は
58
％
の
方
が「
明
る

く
な
っ
た
」
と
答
え
て
い
ま
す
。
中
で

も「
楽
し
く
な
っ
た
」と
答
え
た
方
が
多

数
い
ま
し
た
。

　

意
見
と
し
て
は
、「
ト
イ
レ
の
中
や
運

転
中
に
口
腔
機
能
向
上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
実
施
し
て
い
る
」
な
ど
、
工
夫
し
て

生
活
の
一
部
に
取
り
入
れ
て
い
る
方
、

「
２
日
間
、
口
腔
清
掃
を
や
ら
な
か
っ

た
ら
、
違
い
が
実
感
で
き
た
」、「
口
腔

清
掃
の
習
慣
が
つ
き
、
し
な
い
と
気
持

ち
悪
く
て
寝
ら
れ
な
い
」
と
い
う
方
も

い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
毎
回
宿
題
と
し
て
記
録
表

を
手
渡
し
、
提
出
し
て
も
ら
っ
た
後
、

各
個
人
の
頑
張
り
度
に
合
わ
せ
、
担
当

歯
科
衛
生
士
か
ら
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
と

グラフ１.気持ちの変化について

グラフ３.
教室前と比べた現在の健康状況

グラフ２. 体の変化について し
て
返
し
た
こ
と
で
、
各
自
そ
れ
を
励

み
に
努
力
し
た
結
果
の
表
れ
だ
と
思
わ

れ
ま
す
。

☆
顔
が
変
わ
っ
た
！

　

各
自
の
取
り
組
み
の
成
果
は
体
や
健

康
状
態
に
も
表
れ
て
い
ま
す
。
体
の
変

化（
グ
ラ
フ
２
）が
あ
っ
た
方
は
44
％
い

ま
し
た
。
中
で
も
、「
口
渇
、
ネ
バ
ネ
バ

が
な
く
な
っ
た
」、「
だ
液
の
出
が
良
く

な
っ
た
」、「
か
む
の
が
楽
し
み
に
な
っ

た
」、「
友
人
か
ら『
顔
が
変
わ
っ
た
』
と

言
わ
れ
た
」
と
の
驚
く
べ
き
意
見
の
方

も
い
ま
し
た
。

☆
健
康
状
態
も
ア
ッ
プ
！

　

健
康
状
態（
グ
ラ
フ
３
）
に
お
い
て

は
、｢

は
る
か
に
良
い｣

、｢

や
や
良
い｣

を

合
計
す
る
と
72
％
と
な
り
ま
し
た
。
参

加
者
の
意
見
で
は
、｢
口
内
炎
が
で
き
な

く
な
っ
た
」
方
が
多
数
で
、｢
風
邪
を
ひ

か
な
く
な
っ
た
」
と
い
う
方
も
数
人
い

ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
か
ら
、
口
腔
内
の
効
果
に
と

ど
ま
ら
ず
、
全
身
の
状
況
が
良
好
に

な
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
参
加
者
の
中
に
は
配
偶
者
や

友
人
へ
の
口
腔
機
能
向
上
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
の
伝
達
も
あ
り
、
参
加
者
を
取
り
巻

く
周
囲
の
方
へ
の
波
及
効
果
も
み
ら
れ

ま
し
た
。

（
６
）こ
れ
か
ら
も
ぜ
ひ
継
続
を
！

　

こ
の
教
室
は
、
わ
ず
か
３
カ
月
間
と

い
う
期
間
に
計
６
回
の
コ
ー
ス
で
実
施

し
て
い
ま
す
が
、
一
時
点
の
実
施
に
と

ど
ま
ら
ず
、
継
続
実
施
し
て
初
め
て
生

涯
元
気
に
、
そ
し
て
明
る
く
、
安
全
に

食
事
や
会
話
を
楽
し
め
、
そ
の
人
ら
し

い
生
活
が
送
れ
ま
す
。
今
後
、
学
ん
だ

知
識
を
も
と
に
末
永
く
口
腔
機
能
向
上

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
続
け
て
い
た
だ
く
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。

仲
間
と
一
緒
に
口
腔
内
の
疑
問
を
解
決
！

楽
し
く
口
腔
機
能
向
上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

問い合わせ　市高齢福祉課☎内線1754
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保健
センター

通信

市健康管理課（市保健センター）

☎内線1742～1744

保健
センター

通信

熱中症にご注意！

︻
熱
中
症
の
症
状
は
？
︼

・ 

血
圧
が
下
が
り
、
脳
へ
の
血
流
が
減

少
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
目
ま
い
、
失

神
、
顔
面
蒼そ
う
は
く白

、
呼
吸
が
速
く
な
っ

た
り
し
ま
す
。

・ 

大
量
の
汗
を
か
き
、
水
分
の
補
給
が

追
い
つ
か
な
く
な
る
と
、
脱
水
症

状（
脱
力
感
、
け
ん
怠
感
、
目
ま
い
、

頭
痛
、
吐
き
気
な
ど
）
を
引
き
起
こ

し
ま
す
。

・ 

体
温
が
上
が
る
こ
と
に
よ
り
中
枢
機

能
に
異
常
を
来
し
、
意
識
障
害（
応

答
が
鈍
い
、
言
動
が
お
か
し
い
、
意

識
が
な
い
な
ど
）
を
起
こ
し
ま
す
。

ま
た
、
全
身
臓
器
の
血
管
が
詰
ま
っ

て
、
脳
、
心
臓
、
肺
、
肝
臓
、
腎
臓

な
ど
に
障
害
を
合
併
す
る
こ
と
が
多

く
、
死
亡
率
も
高
く
な
り
ま
す
。

︻
熱
中
症
の
予
防
は
？
︼

①
小
ま
め
に
水
分
を
補
給
す
る
。

　

外
出
す
る
時
は
、
い
つ
で
も
水
分
が

補
給
で
き
る
よ
う
、
飲
み
物
を
携
帯

し
ま
し
ょ
う
。

② 

直
射
日
光
を
避
け
る
。

　

気
温
が
高
い
時
間
帯
の
外
出
を
避

け
、
涼
し
く
な
っ
て
か
ら
出
掛
け
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
出
掛
け
る
時

は
、
帽
子
を
か
ぶ
る
か
日
傘
で
直
射

日
光
を
防
御
し
ま
し
ょ
う
。

③
閉
め
き
っ
た
場
所
に
長
時
間
い
な
い
。

　

 

最
近
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
が
、
車

内
に
子
ど
も
を
置
き
去
り
に
す
る
こ

と
。「
少
し
の
間
だ
け
だ
か
ら
」「
寝

て
い
る
か
ら
」
と
思
っ
て
も
、
ど
ん

な
理
由
が
あ
っ
て
も
絶
対
に
、
子
ど

も
を
残
し
て
車
外
に
出
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

④
日
ご
ろ
の
体
調
管
理
を
し
っ
か
り
と
。

　

睡
眠
不
足
や
偏
っ
た
食
事
は
、
体
の

新
陳
代
謝
を
低
下
さ
せ
、
汗
が
出
に

く
く
な
る
こ
と
で
、
熱
中
症
に
か
か

り
や
す
く
な
り
ま
す
。
十
分
な
睡
眠

を
と
り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
代
謝
を

促
す
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
を
含
ん

だ
野
菜
や
海
藻
類
を
し
っ
か
り
取
っ

て
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　

市
健
康
管
理
課（
市
保

健
セ
ン
タ
ー
）☎
内
線
１
７
４
３

関
東
電
気
保
安
協
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

①
漏
電
遮
断
機
を
取
り
付
け
て
電
気
事

故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

②
ア
ー
ス
線
は
し
っ
か
り
取
り
付
け
ま

し
ょ
う
。

③
タ
コ
足
配
線
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

④
プ
ラ
グ
は
と
き
ど
き
点
検
し
ま
し
ょ

う
。

⑤
取
扱
説
明
書
に
そ
っ
た
使
い
方
を
し

ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　

（
財
）関
東
電
気
保
安
協

会
茨
城
事
業
本
部
土
浦
事
業
所

　

☎
８
２
１
・
８
９
２
９

　熱中症は、温度の高い環境の中で長時間過ごしたため、体温調節

ができなくなってしまうことで起こります。脱水症状を起こし、重

傷になると命を落とすこともあります。暑い日が続く夏は、屋外で

運動や作業を行う方、体温調節がうまくできない子どもや高齢の方

は特に注意が必要となります。
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主催：牛久市

後援：牛久市区長会

◆申し込み・問い合わせ

・市市民活動課☎873-2111内線1634

・各行政区長

◆取り扱い旅行社

・㈱新日光トラベルサービス

・茨城中央観光

【ご案内】免責事項…次の場合、主催者は責任を負いませんので、ご承知願い
ます。天災地変、同盟罷業などの不可抗力の事由、または盗難、傷害､ 疾病
などお客様の故意または過失、お客様の法令、または公序良俗に反する行為、
主催者以外の責によって生じた損害。
上記のほかは標準旅行業約款により取り扱わせていただきます。
参加費用…参加費用は、お申し込みと同時にお支払いください。また、お申
し込み後、お客様のご都合で取り消される場合は、下記の取消料を申し受け
ます。
取消料◇出発日の21日前から8日前…参加費用の20％◇出発日の7日前から2
日前…参加費用の30％◇出発日前日の取消…参加費用の50％◇出発日当日お
よび無連絡の取消…参加費用の100％

日　時 コ　ー　ス

１日目

11／25

（水）

市中央生涯学習センター（8:00発）＝＝つくば牛久 I.C ＝＝常磐道＝＝関越道＝＝北

関東道＝＝赤城フーズ（見学11:10～11:50）＝＝上州物産館（昼食12:35～13:35）＝＝

四万温泉（15:10ごろ着）

２日目

11／26

（木）

四万温泉（9:00発）＝＝大理石村ロックハート城（見学10:00～11:00）＝＝果実の里・

原田農園（昼食11:30～12:50）＝＝漬物処加作（買い物13:00～13:30）＝＝沼田 I.C ＝＝

関越道＝＝常磐道＝＝つくば牛久 I.C ＝＝市中央生涯学習センター (17:00ごろ着 )

＝＝ バス　　　　　　　I.C インターチェンジ

︻
宿
泊
先
︼

四
万
温
泉

四
万
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

☎
０
２
７
９
・
６
４
・
２
２
１
１

牛久市民号参加申込書（1人1枚記入してください）
フリガナ 性　別 電　話　番　号

氏　名 男・女

住　所

行政区または団体名

備　考

（同室希望等） ※　送　迎　場　所

※原則として集合場所は、市中央生涯学習センターとしますが、送迎してくれる方がいないなどの理由により、希望する
送迎場所がありましたらご記入ください。後日はがきで送迎場所をお知らせします。

キ　リ　ト　リ

第27回牛久市民号で行く
晩秋の上州路

湯ったり三
ざ ん ま い

昧 四万温泉
■実施日（平成21年）
11月25日（水）～26日（木）1泊2日
■定員／200人
参加資格：市内に在住・在勤の方

申込締め切り日：10月9日（金）

■参加費／19,800円
※申込時にお支払いください。

※1泊2食・昼食（両日）および交通費を含みます。

●お楽しみ抽選会があります。

●お部屋は、ご夫婦であっても男女別相部屋となります。（1部屋5人～6人が中心）

■日程（日程は、諸事情により変更になる場合もあります）
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今月の行事予定 ＜場所：市中央図書館＞
◆映画上映会◆　8月16日（日）午後2時

　『はだしのゲン2（アニメ）』

◆牛久おもちゃ病院◆

　8月16日（日）午前10時～正午

★夕涼みおはなし会

　8月28日（金）午後6時30分～7時30分

※夏休み期間中、通常のおはなし会はお休みします。

今月の休館日
★全館休館日…8月10日（月）・24日（月）

★エスカード分館のみ休館日…8月19日（水）

としょかん
■市中央図書館☎871-1400 午前9時～午後9時

■エスカード分館☎874-3132 午前10時～午後7時

■奥野生涯学習センター図書室☎875-1133 午前9時～午後5時

■三日月橋生涯学習センター図書室☎874-1340 午前9時～午後5時ホームページ http://library.city.ushiku.ibaraki.jp/

よ
う
こ
そ
図
書
館
へ
！
⑤

《
統
計
で
見
る
図
書
館　

館
別
利
用
状
況（
平
成
20
年
度
）》

・
市
中
央
図
書
館
…
利
用
者
数
16
万
５
８
３
９
人
／

貸
出
点
数
60
万
７
０
７
２
点

・
エ
ス
カ
ー
ド
分
館
…
利
用
者
数
１
万
８
４
５
２
人

／
貸
出
点
数
４
万
３
５
３

４
点

・
奥
野
図
書
室
…
利
用
者
数

２
５
６
人
／
貸
出
点
数
９

９
３
点

・
三
日
月
橋
図
書
室
…
利
用

者
数
１
４
６
人
／
貸
出
点

数
２
８
５
点

読
書
団
体
連
合
会

第
５
回
自
主
講
座

～
メ
イ
ン
テ
ー
マ『
徒
然
草
』～

日
時　

８
月
８
日（
土
）
午
後
２

時
～

場
所　

市
中
央
図
書
館
視
聴
覚
室

（
２
階
）

講
師　

石
塚
秀
雄
氏（
日
本
教
育

大
学
院
大
学
教
授
、
慶
応
義
塾

大
学
非
常
勤
講
師
）

演
題　

「『
徒
然
草
』の
世
界
４
」

入
場
料　

無
料

※
席
は
自
由
で
す
。

主
催　

牛
久
市
読
書
団
体
連
合
会

参
上
！
宿
題
お
た
す
け
ま
ん

　

図
書
館
に
は
、
な
や
ん
だ
時
の“
お
た
す

け
ま
ん（
司
書
）”が
い
る
の
は
知
っ
て
い
る

よ
ね
？
今
回
は
ス
ー
パ
ー
お
た
す
け
ま
ん

が
、
み
ん
な
の
た
め
に
図
書
館
に
来
て
く

れ
る
よ
。
宿
題
の
調
べ
方
で
な
や
ん
で
い

る
子
は
相
談
し
て
み
よ
う
。
た
だ
し
、
答

え
は
教
え
ら
れ
な
い
か
ら
ね
！

日
時　

８
月
３
日（
月
）・
４
日（
火
）・
20
日

（
木
）・
21
日（
金
）午
後
２
時
～
４
時

場
所　

市
中
央
図
書
館
児
童
コ
ー
ナ
ー（
１

階
）

持
参
す
る
物　

筆
記
用
具
、
相
談
し
た
い

宿
題

テ
ィ
ー
ン
ズ
お
は
な
し
会

　

市
内
中
学
校
の
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん

に
よ
る
お
は
な
し
会
で
す
。
み
ん
な
で
聞

き
に
来
て
ね
！

日
時　

８
月
20
日（
木
）午
前
10
時
～
正
午

場
所　

市
中
央
図
書
館
視
聴
覚
室（
２
階
）

対
象　

幼
児
～
中
学
生

申
し
込
み
方
法　

８
月
５
日（
水
）
か
ら
電

話
ま
た
は
市
中
央
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
※
当
日
も

受
け
付
け
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

市
中
央
図
書

館
☎
８
７
１
・
１
４
０
０

NPO法人リーブルの会会員募集
　リーブルの会は、市中央図書館で図書館業務の支援を行っています。このたび会員を募集します。

仕事の内容　図書館業務の補助

勤務時間　早番（午前8時30分～午後0時30分）、中番（午後0時30分～午後5時15分）、遅番（午後5

時15分～9時15分）の三交代制（土・日曜日も含む）

勤務条件　要普通運転免許。パソコン操作できる方

報酬　時給680円　　　　　　　　　　　定員　若干名

申し込み方法　市中央図書館の「会員募集申込書」に記入の上、提出してください。

申込期間　8月11日（火）～20日（木）

問い合わせ　NPO 法人リーブルの会（市中央図書館内）☎871-1400
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再
び
芋
銭
を
考
え
る
⑨

　

画
家
は
、
作
品
を
か
き
上
げ
た
後
、
サ
イ
ン
・
押
印
を

し
て
、
絵
画
制
作
の
す
べ
て
を
完
結
さ
せ
ま
す
。
サ
イ
ン

や
押
印
の
場
所
お
よ
び
そ
の
仕
方
の
よ
し
あ
し
は
、
作
品

の
価
値
を
も
左
右
す
る
の
で
、
画
家
は
、
全
神
経
を
集
中

し
て
事
に
当
た
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
芋
銭
の
絵
画
上
の
サ
イ
ン
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

　

芋
銭
は
、
大
正
６
年
辺
り
を
境
と
し
て
、
そ
れ
よ
り
前

に
は「
芋
銭
」を
、
以
後
に
は「
芋
銭
子
」を
用
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
ら
は
通
説
と
さ
れ
、
今
も
そ
の
ま
ま
に
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

大
正
６
年
、
芋
銭
は
、
日
本
美
術
院
の
同
人
に
推
挙
さ
れ
ま
し
た
。
同
年
秋
に

開
催
さ
れ
た
、
院
展
へ
初
め
て
出
品
し
た「
沢
国
五
景
」の
各
図
中
に
は
、
す
べ
て

「
芋
銭
」と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
翌
年
の
院
展
出
品
作
３
点
に
は
、
そ
れ
ぞ

れ「
芋
銭
子
」と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
大
正
６
年
ご
ろ
を
境
と
す
る
通
説
の
出
ど
こ

ろ
は
、
案
外
こ
の
辺
り
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　

小
川
芋
銭
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
芋
銭
全
作
品
集
」を
作
る
た
め
、
大
量
の
資
料

を
収
集
し
て
き
ま
し
た
。
資
料
分
析
を
進
め
る
途
中
、
通
説
を
改
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
資
料
を
、
そ
の
中
か
ら
見
い
だ
し
ま
し
た
。

　

左
の
図
は
、
明
治
43
年
１
月
９
日
付「
東
京
毎
日
新
聞
」に
掲
載
さ
れ
た
、
芋
銭

作
の「
人
日
」と
題
す
る
作
品
で
す
。

　

作
品
中
で
、
年
中
行
事
を
し
て
い
る
帽
子

を
か
ぶ
っ
た
人
物
は
、
よ
く
見
る
と
芋
銭
で

す
。
画
面
左
下
に
は
サ
イ
ン
が
あ
っ
て
、
そ

こ
に
は
、
明
り
ょ
う
に「
芋
銭
子
」と
書
か
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、号「
芋
銭
子
」

は
、
明
治
43
年
初
め
に
は
使
わ
れ
て
い
た
と
、

実
証
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
で
、
ま
た
一
つ
通
説
を
改
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
　

小
川
芋
銭
研
究
セ
ン
タ
ー　
　

北
畠
健

画聖
小川芋銭

�小川芋銭作「人日」明治43年

消防団

NEWS

　

こ
れ
ま
で
牛
久
市
消
防
団
に
入
団
す

る
に
は
、
原
則
と
し
て
45
歳
未
満
で
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
条
例

が
改
正
さ
れ
、
任
用
条
件
か
ら
年
齢
の

上
限
が
外
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
45
歳
以
上
の
働
き
盛

り
の
方
や
退
職
さ
れ
た
方
、
高
齢
で
も

元
気
な
方
に
入
団
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

牛
久
市
消
防
団
は
団
員
の
半
数
以
上

が
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
あ
る
た
め
、
日
中

は
地
域
に
い
な
い
と
い
う
方
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
昼
間
は
夜

間
に
比
べ
て
消
防
力
が
不
足
し
て
い
ま

す
。
定
年
退
職
し
た
方
な
ど
、
仕
事
に

縛
ら
れ
ず
に
活
動
で
き
る
方
々
に
消
防

団
員
に
な
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
日

中
の
消
防
力
は
大
幅
に
強
化
さ
れ
ま
す
。

45
歳
以
上
の
方
入
団
歓
迎
！

　

ま
た
、
経
験
の
豊
富
な
方
々
が
新
た

に
加
わ
る
こ
と
で
、
消
防
団
活
動
の
幅

が
広
が
り
、
世
代
間
の
交
流
や
地
域
の

交
流
が
深

ま
る
こ
と

も
期
待
さ

れ
ま
す
。

★
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
！

　

消
防
団
や
地
域
の
防
災
に
興
味
の
あ

る
方
、
元
消
防
団
員
の
方
、
生
活
を

も
っ
と
充
実
さ
せ
た
い
と
お
考
え
の
方

な
ど
、
地
域
の
安
全
を
守
る
消
防
団
の

活
性
化
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◎市内に在住または勤務の方

◎年齢が18歳以上の方

◎心身ともに健康で、土・日曜日に活動できる方

団員募集要項

牛久市消防団の任用条件から

年齢上限が撤廃されました！

市交通防災課
☎内線1682



－広報うしく　２００９．８．１－  10

ご
み
を
削
減
す
る
こ
と
で

得
ら
れ
る
効
果
①

問い合わせ　市廃棄物対策課☎内線1571

☆
今
の
ご
み
処
理
方
法
は

　

ご
み
の
処
理
に
は
一
般
的
に
大
き

く
分
け
て「
焼
却
」
と「
埋
め
立
て
」
が

あ
り
ま
す
。
市
で
は
牛
久
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
で
焼
却
処
分
し
、
焼
却
灰

を
他
市
に
あ
る
最
終
処
分
場
に
埋
め

立
て
て
い
ま
す
。
ま
た
、
埋
め
立
て

量
を
削
減
す
る
た
め
、
ほ
か
の
工
場

に
搬
送
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
処
理
し
て

い
ま
す
。

　

ご
み
の
処
理
は
、
牛
久
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
だ
け
で
完
結
す
る
こ
と
が
で

き
ず
、
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
た
ご
み

は
、
い
く
つ
も

の
ル
ー
ト
を
経

て
処
理
さ
れ
て

い
ま
す
。
つ
ま

り
、
ご
み
を
集

積
所
に
出
し
、

目
の
前
か
ら
消

　

前
月
号
で
市
民
１
人
１
日
当
た
り
の
ご
み
排
出

量
が
６
５
２
・
９
グ
ラ
ム
と
前
年
度
に
比
較
す
る
と

や
や
減
少
し
た
こ
と
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
目
標
値（
５
３
１
・
６
グ
ラ
ム（
下
図
参
照
））

に
達
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
回
は

ご
み
削
減
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
効
果
を
考
え
ま
す
。

え
て
も
無
く
な
る
わ
け
で
は
な
く
、
さ

ま
ざ
ま
な
処
理
ル
ー
ト
を
経
て
、
適
正

に
処
理
を
し
て
い
ま
す
。

☆
ご
み
処
理
工
程
に
お
け
る
Ｃ
Ｏ
２
の
削
減

　

家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
燃
え
る
ご
み

は
、
年
間
約
１
万
７
２
０
０
ト
ン
。
さ

ら
に
燃
え
な
い
ご
み
か
ら
も
金
属
な
ど

を
取
り
除
い
た
残
り
か
す
を
合
わ
せ
て

焼
却
し
て
い
ま
す
。
焼
却
の
際
に
発
生

す
る
排
ガ
ス
の
中
に
は
、
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
類
や
窒
素
酸
化
物
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

有
害
物
質
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
有
害
物
質
は
公
害
対
策
設

備
を
設
置
し
、
排
出
基
準
内
に
抑
制
す

る
よ
う
運
転
管
理
に
注
意
を
払
っ
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
、
地
球
温
暖
化
の
原
因
で
あ

る
Ｃ
Ｏ
２（
二
酸
化
炭
素
）の
排
出
量
を

抑
制
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
に
は
焼
却
量
を
減
ら
す
こ
と
、
つ

ま
り
、
ご
み
の
排
出
量
を
ダ
イ
エ
ッ

ト（
減
量
）す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
、
ご
み
質
分
析
の
結
果
を

も
と
に
、
分
別
に
よ
る
混
入
資
源
物
の

削
減
お
よ
び
買
い
物
や
調
理
の
工
夫
に

よ
る
生
ご
み
の
削
減
に
よ
り
、
燃
え
る

ご
み
の
約
40
％
が
削
減
で
き
る
と
お
知

ら
せ
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
を
実
行
し
ご
み
排
出
量
を
ダ

イ
エ
ッ
ト
す
る
と
、
ご
み
収
集
や
処
理

工
程
に
使
用
さ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
削
減

に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
量
も
削
減
さ

れ
、
さ
ら
に
ご
み
処
理
経
費
の
節
減
に

つ
な
が
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

☆
地
球
温
暖
化
防
止
に
は
私
た
ち
の
努

力
も
必
要

　

気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル

（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）は
、「
今
後
20
～
30
年
の
温

室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
努
力
と
そ
れ
に

向
け
た
投
資
が
、
よ
り
低
い
安
定
化
濃

度
の
達
成
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
。

ま
た
、
排
出
削
減
が
遅
れ
る
と
甚
大

な
影
響
を
被
る
恐
れ
が
増
大
す
る
」と
、

報
告
書（
２
０
０
７
年
）で
指
摘
し
、
私

た
ち
の
努
力
が
地
球
温
暖
化
を
最
小
に

抑
え
る
上
で
、
非
常
に
重
要
と
し
て
い

ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
Ｃ
Ｏ
２
な
ど
の
排
出
量

を
抑
制
す
る
た
め
に
、
私
た
ち
一
人
ひ

と
り
が
地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
の
行

動
に
心
掛
け
、
実
行
す
る
こ
と
が
必
要

と
な
り
ま
す
。も
は
や
地
球
温
暖
化
は
、

対
岸
の
火
事
で
は
済
ま
さ
れ
な
い
状
況

に
向
か
っ
て
い
る
こ
と
を
理
解
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
の
こ
れ
ま
で
の
大
量
消
費
・

大
量
廃
棄
の
生
活
ス
タ
イ
ル
か
ら
生
じ

た
ご
み
問
題
も
地
球
温
暖
化
へ
の
影
響

が
大
き
く
、

ご
み
減
量
は

今
す
ぐ
取
り

組
む
課
題
と

な
っ
て
い
ま

す
。

市民1人１日当たりのごみ排出量

目標値H20 年度排出量

652.9g 531.6g

ニワトリの卵

約 2 個分！

目標達成まで…あと121.3g

(g)

　　新
牛久ごみ
ニュース
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UFOクラブ×牛久ひかり保育園

　牛久市の若き農業者グループが UFO クラブ（大山明之会長）です。

作る作物は違っても、若さと仕事への熱意は同じ15人。自分たちの

目指す農業を知ってもらおうと、3年前から市民向けに体験教室を

スタートしました。今年度は牛久ひかり保育園の子どもたちとトウ

モロコシとダイコンを育てて、農業の楽しさを伝えます。

　この日はあいにくの雨。苗を植えるはずだった予定を変更して、保育園のホールで手作り

の紙芝居「トウモロコシくん」を見た後、トウモロコシの皮むき体験をしました。優しく教える

UFO のメンバーの中に、昨年、念願の就農を果たした柳隼人さん（下根町）がいます。柳さんは、

現在 JA 竜ケ崎市の大根生産部会に所属し、牛

久の特産品「河童大根」の生産に取り組んでい

ます。小さいころからおじいさんとおばあさ

んの農作業を見てきた柳さんは、大学でも農

学部を選択。「仕事にするなら好きなこと！」と

農業の世界に飛び込みました。「常に挑戦する

気持ちを持ち続けたい」と語る柳さんは、学問

を実践に生かせる人材として、同部会の「期待

の星」です。

　UFO クラブの作る野菜や花は、牛久市営青

果市場で毎月第4日曜日に開催されるとくとく

市や、牛久運動公園体育館と市総合福祉セン

ターの直売コーナーで好評販売中です。ぜひのぞいてみてください。

※ UFO とは、Ushiku Future farm Owners（牛久の未来の農場主）の頭文字をとったものです。

問い合わせ　市農業政策課☎内線1521～1522

高齢者を狙う催眠商法に注意！

＜牛久市内で被害が発生しています！＞
　路上で日用品などを無料で配り、民家に引

き込み、雰囲気に乗せて高額な商品を契約さ

せる催眠商法（SF 商法）の被害が市内で発生

しています。契約するまで帰らせてもらえな

いこともあり、高齢者の方は特に注意が必要です。タダほど高いもの

はありません、安易について行かないようにしましょう。被害に遭っ

た方は、1人で悩まず早めにご相談ください。

問い合わせ　牛久市消費生活センター☎830-8802FAX830-8803

　　　　　　相談日：月・水・金曜日（午前9時～午後4時）

～うしくスタイル～

みんなの
農 業
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平成21年度牛久市における行政手続きの
オンライン化状況についてお知らせします

　電子申請・届出サービスとは、市役所の各担当窓口で必要となる申請や届け出の一部について、イ

ンターネットを利用することで、自宅や職場から24時間手続き可能となるサービスです。

　「牛久市行政手続等における情報通信の技術の利用に関する条例（平成16年条例第27号）」第9条の規定

に基づき、牛久市で利用できる手続きについて以下のとおり公表します。手続きによっては、本人確

認のため、住民基本台帳カードを利用した公的個人認証サービスが必要となります。

　ご利用可能な手続きは各市町村によって異なりますが、牛久市では、各種手続きのオンライン化に

向けて継続して取り組んでいますので、ぜひご活用ください。

区分 電子申請・届出手続き名称 担当課

届出
・

証明

住民票／除票の写しの交付請求

総合窓口課
戸籍の附票の写しの交付請求

付記転出届

身分（身元）証明書の交付の申請

保険
と

年金

妊産婦医療福祉費受給者証交付
申請（マル福）

医療年金課

乳幼児医療福祉費受給者証交付
申請（マル福）
国民健康保険への加入手続
国民健康保険の喪失手続
就学中被保険者該当届

国民健康保険限度額適用・標準
負担額減額認定に係る申請（69
歳以下）

国民健康保険限度額適用・標準
負担額減額認定に係る申請（70
歳以上～74歳以下）

国民健康保険税（料）所得申告

税金

納税証明交付申請 収納課
住民税課税（非課税）証明交付申
請

税務課

事業所所在証明交付申請
所得証明書交付申請
固定資産評価／公課証明交付申
請
土地・家屋現況証明交付申請
家屋の滅失の届出
給与支払報告に係る給与所得者
異動届出
特別徴収に係る給与所得者異動
届出
給与支払報告書の提出
公的年金等支払い報告書の提出
法人設立・開設申告書
法人異動・変更申告書
法人解散・結了申告書

福祉

児童手当受給事由消滅届（児童
手当・特例給付・小学校第3学
年修了前特例給付受給事由消滅
届）

児童福祉課

電子申請・届出システムホームページ

　https://www1.asp-ibaraki.jp/home/index.html

問い合わせ

　【市への手続きについて】

　市役所各担当課

　【公的個人認証サービスについて】

　市総合窓口課☎内線1623～1626

区分 電子申請・届出手続き名称 担当課

福祉

児童手当認定請求

児童福祉課
児童手当額改定請求（増額／減額）
児童手当現況届出
保育所入所申込
保育所入所申込辞退届
要介護（支援）認定申請

高齢福祉課

要介護（支援）更新認定申請
要介護（支援）認定区分変更申請
居宅サービス計画作成依頼（変
更）届出
介護保険被保険者証再交付申請
介護保険住所地特例適用・変更・
終了届
介護保険負担限度額認定申請

健康
母子健康手帳交付申請（妊娠届
出）

健康管理課

生活
環境

特定建設作業の実施の届出

環境政策課

特定施設の設置の届出
経過措置としての特定施設設置
者の届出
特定施設の数等に関する届出
特定施設設置者の氏名等の変更
に関する届出
特定施設設置者たる地位の承継
の届出
犬の登録事項変更届出

犬の死亡の届出

情報公開等 公文書の公開（開示）請求 情報政策課
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●回収処理のできる使用済み農ポリの種類
　被覆用ポリフィルム、マルチフィルム、肥料袋、潅水 ･

散水チューブ、園芸用ポット、カゴトレイ、水稲育苗箱、
園芸用育苗トレイ

●分別と仕分け
（1）農ポリの種類ごとに分別こん包する。
（2）土砂、作物のくず、留め金などの金属、竹片、

木片などを除去する。

●分別と仕分け
（1）仕分けした使用済み農ビはよく乾燥してから、泥をは

たき落とし、竹片、木片、作物のくず、パッカー、金属、
ゴムひもなどの異物を完全に取り除く。

（2）荷造りには、マイカ線、潅
かんすい

水チューブは使わない。農
ビのひもで、2カ所縛る。

（3）荷造り後は、雨水、土などがかからないようにして保
管する。

※ふろしき包み、のり巻
き包みは厳禁。

注 ) 登録番号の記入のないもの、適正な荷姿でないもの、
異物が混入しているものは回収しません。

●荷造り

マルチ用
フィルム

8の字巻きにする
重さ10kg 程度とし、
農ポリひもで縛る

ハウス・トンネル被覆フィルム

つづら折りにする

1束ごと片方のひもの端
に登録番号を記入する

肥料空袋
折り畳んで、重ねて
農ポリひもで縛る

端切れ 透明ポリ袋に入れ、
農ポリひもで縛る

つづら折りにする竹片、パッカーなどを取り除く
10～15kg で縛る

1束ごと片方のひもの端
に登録番号を記入する

●荷造り

適 正 正適不

農業用塩化ビニール・ポリエチレンの回収
使用済みの農業用塩化ビニール・ポリエチレンを次の日程で回収します。

　搬入車両の側面に、下記の内容を見やすく表示してください。この表示は「産業廃棄物収集運搬車に係る
表示及び書面備え付けの義務付け」に関する法律の一部改正（平成17年4月1日施行）により定められたもの
です。表示がないと違法行為になり処罰される可能性がありますので、厳守してください。

産業廃棄物運搬車（1文字4.9㎝角以上）
○○○○（農業者の氏名または企業などの名称（1文字3.2㎝角以上））
農業用塩化ビニール○○○㎏（搬入物の種類および量）
○月○日（積載日）、○○宅倉庫（積載事業場の名称）、○○町○○ TEL ○○○－○○○○（所在地および連絡先）
JA竜ケ崎市牛久営農経済センター・小坂町 TEL875-0801と記入（運搬先の名称、所在地および連絡先）

・回収時間：午前8時～11時30分

・回収場所：JA 竜ケ崎市牛久営農経済センター（小坂町）

・負担金：2,000円

▼回収する農業用廃プラスチック
　使用済み農ビのみ
　（黒色、シルバー、糸入り、塩ビ製畦

あぜなみ

波は回収しません）

▼農ビには、統一マーク 農ビ をブルー系で
　プリントしてあります。

◎廃ビニールはビニールひも
で、ポリエチレンはポリエ
チレンで縛ってください。
マイカ線で縛ってある場
合はお持ち帰りいただきま
す。なお、マイカ線は肥料
袋に丸めて入れ、ポリ回収
日にお持ちください。

◎リサイクルできない農ビ、
農ポリは、産業廃棄物です。
各農家が責任を持って処
理してください。

問い合わせ　市農業政策課☎内線1521、JA 竜ケ崎市牛久営農経済センター☎875-0801

★
不
法
投
棄
、
野
焼
き
、
使
用
済
み
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
野
積
み
は
い
ず
れ
も
犯
罪
で
す
。
法
律
に
よ
り
、
多
額
の
罰
金
を
科
せ
ら
れ
た
事
例
が
市
内
で
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
適
正
な
処
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

例）

農業用使用済み塩化ビニール（農ビ）回収方法

農業用使用済みポリエチレン（農ポリ）回収方法

農業用塩化ビニール回収日
8月17日（月）
10月9日（金）

平成22年1月8日（金）

農業用ポリエチレン回収日
平成22年1月15日（金）
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これからの暮らしに役立つ何かがきっと見つかる！

男と女・共にめざそう明日のうしく

男女共同参画をめざして
市市民活動課男女共同参画推進室☎内線1631

＊｢リ・ボーン｣という名称は、｢再生｣という意味があります。｢ 男
ひと

と女
ひと

が人間としての尊厳を大切に、共に生まれ変

わる力を持てること｣また、｢人の心を結ぶきずなは優しいリボンのようでありたい｣との願いが込められています。

1 つでも全部でも

お好きな講座をお

選びください。

生き方 ・暮らし方講座

●場　所：市保健センター研修室（市役所本庁舎裏側）

●定　員：各50人※先着順。

●申し込み方法

日　時 テーマ 講　師

第1回
10月7日（水）

13:30～15:30

“カラダ”と“ココロ”のバランス

アップ講座

佐藤美代子さん

（ウォーキング ･ インストラクター）

第2回
10月15日（木）

13:30～15:30

健康な高齢者をめざして

～健康増進、カラダとココロの変化～
日赤茨城県支部健康生活支援指導員

第3回
10月22日（木）

13:30～15:30

ストレスとうまくつきあうための

ココロの健康講座

山川百合子さん

（県立医療大学医科学センター講師）

参加費：無料

★託児あります★

電話、FAX、E メールのいずれかで牛久市男女共同参画推進室まで

〒300-1292牛久市中央3-15-1　牛久市役所市民活動課内

電話：873-2111内線1631　　FAX：873-2512　　E メール：shimin@city.ushiku.ibaraki.jp

（ご希望の講座名、住所、氏名、年齢、電話番号、託児の有無をお知らせください）

　これまでとは違った新しい視点で、自分のこと、家族のこと、

ちょっと真剣に考えてみませんか。

　自分をもっと大切にする生き方、暮らし方のヒントがいっぱ

いの講座です。

●プログラム

これからの生活力を高めるお話満載です！男性の方もお気軽にご参加ください。
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一般展示　出品作品展（個人の部）
■種目・展示期間　書道・写真・絵画（日本画・洋画・

版画）・立体　10月21日（水）～25日（日）

■展示場所　市中央生涯学習センター大講座室・

展示ホール（1・2階）

■出品資格　高校生以上で市内に在住・在勤の方

■作品展示　出品者全員の作品を展示します。

■作品の大きさ、および点数

・日本画と洋画は10号以上50号以内。出品作品は

額装とし、仮枠を付けるなど装飾設備をする。

20号以上の額縁のガラスはアクリル製を使用す

ること。

・版画は30号以内

・立体は、縦60cm、横60cm、高さ180cm 以内

・書道は表装したもので、連落以下（135cm ×53cm、

縦横自由）

・写真は四つ切全紙まで（カラーの場合も同じ）

・作品は全種目とも一人一点まで

・各種目とも未発表の作品とし、書道については

創作作品とする。

※作品展示方法などについては、一切異議の申し

立ては受け付けません。また、出品作品が不可

抗力で破損した場合は責任を負いません。

各種団体による作品展（団体の部）
■内容・展示期間　各種団体がそれぞれ創作した

作品を展示し、活動の成果を発表します。

　10月30日（金）～11月3日（火・祝）

■展示場所　市中央生涯学習センター多目的ホー

ル・大講座室ほか

■説明会　9月24日（木）午後2時～展示場所などの

調整を行いますので、市中央生涯学習センター

大講座室にお集まりください。

※書道は個人の部でお申し込みください。

シビックコンサート参加団体
※参加をご希望の団体は必ず出席してください。

◎シビックコンサート参加希望者説明会

■日時　8月27日（木）午後2時～

■場所　市中央生涯学習センター大講座室

　※発表は10月18日（日）。

　＜出演時間＞合唱の部10分、器楽の部15分

邦楽・洋舞ステージ発表参加団体
◎邦楽・洋舞の部参加希望・協力者説明会

■日時　8月28日（金）

　洋舞の部は午前10時～

　邦楽の部は午後2時～

■場所　市中央生涯学習センター大講座室

　※邦楽の部の発表は10月25日（日）

　※洋舞の部の発表は11月1日（日）午後

あなた一人のためのピアノコンサート
文化ホールのピアノを思い切り弾いてみませんか？

　あなたのためのプライベート空間として、文化

ホールとピアノを30分だけ無料でお貸しします。

練習やファミリーコンサートなど、あなたの自由

な発想でご利用ください。

■日時　11月7日（土）午前10時～午後8時、8日（日）

午前10時～午後2時

■場所　市中央生涯学習センター文化ホール

■参加資格　市内に在住・在勤・在学で、ピアノ

を演奏する個人（小中学生は保護者同伴となりま

す）※なお、応募者多数の場合は書類審査とさせ

ていただきます。

■使用例　練習、家族コンサート、プライベート

な演奏会など

華道展参加団体
■展示期間　11月1日（日）～3日（火・祝）

■展示場所　市中央生涯学習センターホワイエ・

展示ホール（2階）

■説明会　9月8日（火）午前10時～

　　　　　市中央生涯学習センター大講座室

※参加をご希望の団体は必ず出席してください。

　芸術・文化の一大イベントである市民文化祭

は今年で33回目を迎えました。今回は、10月18

日から11月8日まで（休館日（10月26日）、会場準

備（10月19日・20日・27日・28日・29日、11月4日）

を除く）の期間、市中央生涯学習センターを主会

場として開催されます。

　市民の皆さんの、一年間の創作活動と練習の

成果発表の場として、奮ってご応募ください。

芸術と文化の祭典

第33回牛久市民文化祭
参加者募集

問い合わせ　市中央生涯学習センター☎871-2301

■共通申し込み方法　参加申込書（8月1日から市

中央生涯学習センターで配布）に必要事項を記

入の上、直接お申し込みください。電話、ＦＡＸ、

郵送での受け付けは行いません。

■申込期間　8月5日（水）～31日（月）

★シビックコンサート参加団体は、8月27日（木）

午後2時からの説明会が参加申込日となります。
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住
井
す
ゑ
と
そ
の
文
学
の
里（
四
十
二
）

　
　

ー
牛
久
沼
の
ほ
と
り
ー

牛
久
市
文
化
財
保
護
審
議
委
員　
　
　

栗く
り
は
ら原　

功
い
さ
お　

住
井
の
小
説
・
尊
王
歌
人
佐
久
良
東
雄

―

佐さ

く

ら

久
良
東あ

ず
ま
お雄
の
出
身
地
は
牛
久
藩
領―

　

『
小
説 

尊そ
ん
の
う王

歌
人
佐
久
良
東
雄
』
は
、
大

東
亜
戦
争（
日
本
政
府
の
公
称
）最
中
の
昭
和

18
年（
１
９
４
３
年
）
２
月
に
大
阪
の
版
元
、

精
華
房
か
ら
出
版
さ
れ
た
。

　

江
戸
時
代
、
新
治
郡
北
部（
旧
八
郷
町
・

現
石
岡
市
）の
狢

む
じ
な
う
ち
内（
狸
内
）、
大
塚
、
瓦か

わ
ら
や谷
、

野
田
、
佐
久
、
真ま

い

え家
、
吉よ

し

ろ生
、
紫
間
、
山
崎
、

宮
ヶ
崎
、
浦
須
11
カ
村
締
め
て
５
千
石
余
り

は
牛
久
藩
の
領
地
に
な
っ
て
い
た
。

　

佐
久
良
東
雄
は
、
徳
川
第
11
代
将
軍
家
斉

治
政
下
の
文
化
８
年（
１
８
１
１
年
）に
加
波

山
山
頂
を
源
と
す
る
恋
瀬
川
の
左
岸
、
浦
須

村
の
名
主
を
務
め
る
飯
島
平
蔵
の
嫡
男
と
し

て
生
ま
れ
た
。
東
雄
の
尊
王
精
神
は
、
丸
に

三
つ
柏
紋
を
用
い
る
飯
島
家
が
第
50
代
桓か

ん

む武

天
皇
の
皇
孫
平
高
望
の
子
常
陸
大だ

い
じ
ょ
う
掾（
三
等

官
国
司
）
平

た
い
ら
の

国く

に

か香（
甥
将
門
に
討
た
れ
た
）

の
末
え
い
だ
っ
た
か
ら
だ
。
９
歳
の
時
か
ら

隣
村
、
下
林
村
の
観
音
寺
住
職
で
万
葉
法
師

の
異
名
を
持
つ
康
哉
の
下
で
良
哉
と
称
し
て

精
進
を
重
ね
、
22
歳
で
住
職
を
継
い
だ
。
天

保
６
年（
１
８
３
５
年
）に
土
屋
家
９
万
５
千

石
の
土
浦
城
下
、
新
治
郡
真
鍋
村（
現
土
浦

市
真
鍋
町
）
の
照
井
山
善
応
寺
に
17
代
住
職

と
し
て
移
っ
た
。
良
哉
は
、
土
浦
城
下
で

し
ょ
う
ゆ
醸
造
業
を
営
む
色
川
三み

な

か中
と
親
し

く
な
り
、
飯
島
色
川
両
家
の
高
祖
が
平
国
香

で
あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
義
兄
弟
の
契
り
を
結

ぶ
。
一
方
、
尊
王
の
意
気
は
ま
す
ま
す
揚
が

り
、
弟
子
た
ち
に
楠
正
成
を「
武
士
之
人
之

鏡
」
と
た
た
え
、
さ
ら
に
水
戸
藩
の
藤
田
東

湖
よ
り
、
水
戸
徳
川
家
へ
の
仕
官
を
勧
め
ら

れ
る
と
、
厳
然
襟
を
正
し「
我
主
と
す
る
と

こ
ろ
の
者
は
、
畏

か
し
こ

く
も
京
都
に
ま
し
ま
す
今

上
天
皇
是
な
り
」
と
、
拒
絶
し
た
。
天
保
14

年（
１
８
４
３
年
）、
32
歳
に
な
っ
た
良
哉
は

還げ
ん
ぞ
く俗

し
て
、
江
戸
に
出
、
雅
号
の
東
雄
を
用

い
、
水
戸
藩
医
鈴
木
玄
兆
の
娘
輝
子
を
娶め

と

っ

た
。
２
年
後
に
大
坂
に
出
て
北
久
宝
寺
町
に

鎮
座
す
る
天
皇
家
ゆ
か
り
の
坐い

か
す
り摩
神
社
に

祝は

う

べ部（
守
衛
）と
し
て
仕
え
た
。

　

「
皇
室
を
蔑

な
い
が
しろ

に
す
る
」
と
東
雄
が
批
判

を
繰
り
返
し
て
い
た
幕
府
で
は
、
安
政
５
年

（
１
８
５
８
年
）４
月
に
大
老
職
に
就
任
し
た

井
伊
直
弼
が
、
徳
川
第
14
代
将
軍
に
家
茂
を

立
て
、
政
敵
一
橋
派
の
前
水
戸
藩
主
徳
川
斉

昭
、
福
井
藩
主
松
平
慶
永
に
ち
っ
居
、
隠
居

謹
慎
を
命
じ
、
さ
ら
に
一
橋
派
の
諸
藩
藩
士

ら
に
大
獄
を
断
行
し
た
。
水
戸
藩
京
都
留
守

居
役
鵜
飼
吉
左
衛
門
は
刑
死
者
の
う
ち
最
も

重
い
獄
門（
さ
ら
し
首
）に
処
せ
ら
れ
た
。
水

戸
藩
で
は
藩
士
17
名
が
脱
藩
し
て
１
名
の
薩

摩
藩
士
と
共
に
、
万
延
元
年（
１
８
６
０
年
）

３
月
３
日「
落
花
粉
々
雪
粉
々
」の
朝
、
井
伊

大
老
登
城
の
途
中
、
江
戸
城
外
桜
田
門
で
襲

�
佐
久
良
東
雄
肖
像
画

撃
、
殺
害
し
た
。
首
謀
者
の
水
戸
藩
奥
祐
筆

頭
取
高
橋
多
一
郎
は
商
人
に
姿
を
変
え
、
磯

部
三
郎
兵
衛
と
称
し
て
大
坂
に
逃
れ
て
き

た
。
東
雄
は
笠
間
浪
士
島
男
也
と
高
橋
を
か

く
ま
い
、
大
坂
奉
行
所
に
捕ほ

ば

く縛
さ
れ
た
。
東

雄
は
江
戸
に
護
送
さ
れ
る
途
中
、「
あ
す
知
ら

ぬ
露
の
命
の
つ
か
の
ま
も
こ
こ
ろ
な
ら
ず
で

過
す
べ
し
や
は
」
と
詠
む
。
伝
馬
町
の
獄
中

で
は「
吾
徳
川
の
粟
を
食
わ
ず
」と
絶
食
、
同

年
６
月
絶
命
し
た
。
享
年
49
歳
。

高杉晋作と牛久宿―筆者は以前、本誌にかの有名な高杉晋作が牛久宿のはたごに泊まっ
たことがあったと書いた。その高杉晋作は19歳の時に長州藩藩校明倫館と幕府昌平坂学問

所で学び、吉田松陰が開いていた松下村塾にも出入りした。松下村塾には高杉より１歳若い

松陰の義弟久坂玄瑞がいた。高杉は、保守的な中級藩士の父親に「松下村塾にはちかづくな。

久坂とはつき合うな」と厳しく言い渡されていたので、松下村塾には夜に家を抜け出し通っ

ていた。万延元年（1860年）の春、22歳になった高杉は、藩命である海軍蒸気科修業のため、

軍艦丙辰丸に乗って江戸に着いた。桜田の長州藩上屋敷から、幕末三剣客の一人斎藤弥九郎

が開いていた道場練兵館に通った。休暇で常陸笠間の水戸学の思想家加藤桜老を訪ねる旅の

途中、8月29日に牛久宿のはたごに泊まった、と『試撃行日譜』に記されている。『試撃行日譜』

について東行（高杉晋作の号）記念館に問い合わせてみると、「高杉の筆で書かれたものである

ことは疑う余地はない」とのことであった。一方、この時点で、高杉晋作の名は長州藩以外

では知られていないのに「高杉晋作が田宮宿のはたごに泊まって抜刀した」とする口碑があ

る。そもそも高杉家は、清和源氏武田家系譜にあり、長州藩中級藩士の家柄で、晋作の場合

も封建教学（儒学および朱子学）を修得していた人格者で、久坂らの過激な尊王攘夷運動には

批判的だった。こののち政敵（藩の保守派および幕府）との戦いでは抜刀したこともあったで

あろうが、農民や町民相手に抜刀するはずがない。幕末の動乱騒擾の中で、水戸街道宿々の

豪商、豪農、はたごに高名な人物の名を語った浪人の押し込みが横行した。が、彼らの大半

は、牛久宿、中村宿、土浦町の本陣および脇本陣や名主方に無宿浪人取り締まりのため駐在

していた幕府勘定奉行管掌下の八州廻の手下に御用になった。ちなみに22歳の高杉は、政

争による修羅場の中を生き延び、歴史に名をなして27年と８カ月の生涯を閉じた。その間に、

高杉は幕府の第一次長州征伐の際、身柄を幕府へ引き渡されそうになったとき、夜更けに萩

城下から逃げ出し、谷梅之助と変名して筑前博多（現福岡県）に潜伏したことがあった。また

奇兵隊以下の諸隊を率いて反乱、討幕派長州藩政府の樹立に成功したが、その後反対派に命

を付け狙われ、気違い連中に殺されたんでは間尺に合わんと、谷潜蔵と名を変え、船で伊予

道後（現愛媛県）に逃れた。次に讃岐国（現香川県）那珂郡榎井村の日柳燕石宅に身を寄せたが、

一月余りで高松藩に察知され、役人に捕らえられるところを逃げ出した。高杉の上司桂小五

郎（のちの木戸孝允）は、斉藤弥九郎の門に入りその塾頭を務める剣客であったがほとんど抜

刀したことはなく、池田屋事件（元治元年・1864年）の時は身をもって逃れ、後に「逃げの小

五郎」とやゆされ、新堀松輔の変名でこじきに身をやつして京都市中に身を潜め工作したこ

とがあった。西郷吉之助（隆盛）は菊池源吾または大島三右衛門の変名を用いた。坂本竜馬は

才谷梅太郎、伊藤俊輔（博文）は越智斧太郎・花山春輔・デポナー・花山春太郎・吉村荘蔵・

林宇一、近藤勇は大久保大和と、それぞれ変名を使っていた。

※「高杉晋作と牛久宿」は、広報うしく平成16年11月15日号から平成17年2月15日号
まで連載されました。
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＜142＞
牛久運動公園体育館内
牛久市体育協会事務局
　☎873-2486 FAX873-2895

（92）
市教育委員会生涯学習課内
牛久市文化協会事務局
　☎871-2301 FAX871-1334

加盟団体紹介 催し物のご案内

墨彩画の会　静
しずか

（代表：飯塚寿子☎872-7582）

　自分の時間を楽しむ、水墨・墨彩画。月1回、指

導者鈴木静
せ い が

雅先生のご自宅でのおけいこです。牛

久市民文化祭、イズミヤホールへの出品。出来上

がった作品は世界でひとつだけのもの。

●牛久大仏万
まん と う え

燈会
日時　8月15日（土）午後5時50分～、午後7時30分～、

午後9時5分～
場所　牛久大仏
入場料　無料

※当協会加盟団体のかっぱ太鼓が演奏します。
問 い合わせ　牛久かっぱ太鼓（中村）☎873-4069

●倉井克幸シャンソンコンサート
日時　9月6日（日）午後2時～
場所　エスカード生涯学習センター多目的ホール
入場料　1,200円
問 い合わせ　なすびの花の会（酒井）☎873-7796

●第32回井坂斗
と し ゆ き

絲幸門人喜幸会発表会　
日時　9月6日（日）午前10時30分～、午後4時～
場所　土浦市民会館
入場料　3,000円
問 い合わせ　民謡、津軽三味線喜幸会（諸岡）

☎872-0146

文 化 公 演 事 業

練習グラウンドは桜の木に囲

まれ、今年は練習後にお花見

会を行いました。

茨城牛久 G・G クラブ 代表：宮　浩
【活動目的】高度な技術を必要とせず、初心者でもすぐ

取り組めるスポーツ実践の機会を提供し、グラウン
ドゴルフを通して皆さんの健康増進と親ぼくを図り、
明るい街づくりの基盤とすることを目的とします。

【定期練習】
○練習日：毎週月・水・金曜日の午前9時～正午
○場所：栄町運動広場 C 面（リトルグラウンド）
　心身の健康維持を目指して練習に励んでいます。

【費用】入会金1,000円、年会費4,800円、保険代800円
【入会案内】入会随時。年齢制限はありませんので、

若い方も健康増進のためお勧めします。
【問い合わせ】加藤☎872-3525

≪加盟団体紹介≫ 牛久ウォーキングクラブ新会長より
古

こ う だ

宇田光夫☎873-0116
　小林前会長の後任として本年度から会長
に就任しました古宇田です。「健康で楽しく
仲良く」を合言葉に、地域に根差すウォー
キングクラブとして誰でも参加できる「歩
く場所」を提供し、また社会貢献としてボ
ランティア活動に参加しています。どなた
でも例会に気軽にご参加ください。

【日時】第3週を除く日曜日。（春・夏）午前6
時30分～、（秋・冬）午前7時30分～

【例会場所】市中央生涯学習センター
【年会費】4,500円

昨
年
の
う
し
く
か
っ
ぱ
祭

り
で（
前
列
左
端
が
古
宇

田
会
長
）

Fresh☆ Live Fes’09

入場無
料

中 高 校 生

8月9日（日）午後0時30分～



－広報うしく　２００９．８．１－  1�

　

６
月
16
日
と
25
日
の
２
日
間
に
分

け
、
中
根
小
学
校
の
３
年
生
児
童
約

２
０
０
人
が
社
会
科
学
習
の
一
環
と
し

て
、
来
年
４
月
開
校
予
定
の「
ひ
た
ち

野
う
し
く
小
学
校
」
の
建
設
現
場
を
見

学
し
ま
し
た
。
児
童
た
ち
は
、
市
内
の

牛
久
大
仏
や
奥
原
・
桂
工
業
団
地
な
ど

を
バ
ス
で
見
学
後
、
こ
の
建
設
現
場
に

立
ち
寄
り
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
、
初
め
て
見
る
学
校
の

工
事
現
場
に
興
味
津
々
な
様
子
で
、
説

明
に
訪
れ
た
市
職
員
に
、「
体
育
館
の
広

さ
は
ど
れ
く
ら
い
で
す
か
」、「
何
ク
ラ

ス
ぐ
ら
い
に
な
り
ま
す
か
」
な
ど
の
質

問
を
し
ま
し
た
。

　

３
年
４
組
の
藤
田
凌
さ
ん
は「
校
舎
が

大
き
く
て
驚
い
た
」と
話
し
、
新
し
い
学

校
の
完
成
を
心
待
ち
に
し
て
い
る
様
子

で
し
た
。

　

同
校
は
地
域
開
放
型
の
学
校
と
し
て

建
設
さ
れ
、
夜
間
蓄
熱
方
式
エ
ア
コ
ン

や
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
が
設
置
さ
れ
る
な

ど
、
環
境
に
配
慮
し
た
設
備
が
整
う
予

定
で
す
。

　

６
月
22
日
、
市
内
の
各
小
中
学
校
で

学
校
給
食「
牛
久
の
日
」が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の「
牛
久
の
日
」は
、
牛
乳
を

除
く
す
べ
て
の
食
材
を
牛
久
産
に
限
定

し
て
メ
ニ
ュ
ー
が
作
ら
れ
ま
す
。
学
校

給
食
に
地
元
産
の
農
作
物
を
利
用
す
る

こ
と
で
、
地
産
地
消
お
よ
び
食
育
を
推

進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

平
成
18
年
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
給
食
も

今
年
で
４
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
献
立
は
ご
飯
、
ホ
イ
コ
ー

夏
の
味
覚
を
パ
ク
ッ
！

一
足
早
く
小
学
校
見
学
！

子どもたちに大人気「うしく河童西瓜」

建設中の校舎前で質問をする児童

ロ
ー
、
ナ
ス
の
み
そ
汁
、
う
し
く
河か

っ

ぱ童

西す

い

か瓜
、
牛
乳
で
し
た
。
１
年
生
に
と
っ

て
は
初
め
て
の「
牛
久
の
日
」
と
な
り
、

岡
田
小
学
校
で
は
、
ス
イ
カ
生
産
者
３

人
が
招
待
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒

に
給
食
を
食
べ
ま
し
た
。
１
年
生
の
鈴

木
優
大
さ
ん
は「
甘
く
て
い
つ
も
食
べ

て
い
る
ス
イ
カ
よ
り
も
お
い
し
い
」
と

笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
ま
で
楽
し
み
に
残
し
て
お
い
た

ス
イ
カ
を
一
斉
に
食
べ
た
子
ど
も
た
ち

は
、
食
後
に「
お
い
し
い
ス
イ
カ
を
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
生
産
者

の
方
々
に
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し

た
。

　
「
牛
久
の
日
」は
10
月
と
１
月
に
も
企

画
さ
れ
て
い
て
、牛
久
産
の
リ
ン
ゴ
や「
い

も
ま
ん
！
」が
提
供
さ
れ
る
予
定
で
す
。

市
内
で
小
菊
の
目め

ぞ
ろ
え
か
い

揃
会

　

６
月
25
日
、
Ｊ
Ａ
竜
ケ
崎
市
牛
久

支
店
で
Ｊ
Ａ
竜
ケ
崎
市
花
き
園
芸
部
会

（
伊
宝
正
雄
部
会
長
）に
よ
る
小
菊
目
揃

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

小
菊
目
揃
会
は
、
毎
年
７
月
の
需
要

期
に
合
わ
せ
て
、
部
会
全
体
の
質
を
そ
ろ

え
て
有
利
販
売
が
で
き
る
よ
う
に
出
荷

時
の
研
修
を
兼
ね
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

花
き
園
芸
部
会
は
、
昨
年
５
月
に
小

菊
で
県
の
銘
柄
推
進
産
地
指
定
を
受
け

ま
し
た
。
平
成
20
年
の
小
菊
販
売
実
績

は
、
２
０
３
万
６
千
本
で
、
県
下
４
位

の
生
産
実
績
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

同
部
会
で
は
、
年
間
を
通
し
て
市
場

に
出
荷
で
き
る
よ
う
に
、
冬
季
に
は
鳴

子
ラ
ン
や
雪
柳
な
ど
の
枝
物
も
合
わ
せ

て
作
付
け
し
て
い
ま
す
。

小菊を前に真剣な表情の生産者たち
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三
中
の
牛
久
沼
清
掃
活
動

　

牛
久
市
家
庭
排
水
浄
化
推
進
協
議
会

（
小
野
寺
治
子
会
長
）が
、
水
質
浄
化
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
や
廃
食
用
油
の
回
収
活
動
を

通
じ
て
環
境
保
全
に
長
年
貢
献
し
た
こ

と
が
認
め
ら
れ
、
環
境
省
の
水
・
大
気

環
境
局
長
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。
県

内
で
は
一
団
体
の
み
の
受
賞
で
、
６
月
24

日
に
県
庁
で
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
は
20
人
の
メ
ン
バ
ー
で
構

成
さ
れ
、
昨
年
か
ら
は
、
回
収
し
た
廃

食
用
油
を
牛
久
市
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン

構
想
の
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
製
造

事
業
に
提
供
し
、
地
域
循
環
型
社
会
の

構
築
と
地
球
温
暖
化
防
止
に
貢
献
し
て

い
ま
す
。

環
境
省
水
・
大
気
環
境

局
長
表
彰
を
受
賞

　

６
月
17
日
、
牛
久
第
三
中
学
校
の
３

年
生
約
１
６
０
人
が
総
合
的
な
学
習
の

一
環
と
し
て
、
牛
久
沼
清
掃
活
動
を
行

い
ま
し
た
。
こ
の
活
動
は
、
牛
久
沼
の

清
掃
を
通
し
て
、
地
域
の
自
然
環
境
に

関
心
を
持
つ
と
と
も
に
、
進
ん
で
奉
仕

活
動
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
態
度
を
育

て
る
目
的
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

生
徒
た
ち
は
学
級
ご
と
に
稲
荷
川
や

三
日
月
橋
、
牛
久
沼
の
水
門
付
近
ま
で

の
範
囲
を
清
掃
し
、
拾
っ
た
ご
み
を
リ

ヤ
カ
ー
に
載
せ
て
歩
き
ま
し
た
。

　

清
掃
終
了
後
に
は
、
清
掃
の
成
果
の

発
表
と
活
動
の
反
省
を
す
る
な
ど
し

て
、
自
然
環
境
に
対
す
る
理
解
を
深
め

ま
し
た
。

「
信
用
金
庫
の
日
」清
掃
活
動

　

６
月
13
日
、
県
内
２
つ
の
信
用
金
庫

が
合
同
で
社
会
貢
献
活
動
を
実
施
し
、

市
内
で
も
資
源
の
保
護
と
環
境
美
化
に

努
め
る
こ
と
を
目
的
に
清
掃
活
動
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
今
年
で
13
回
目
を
迎

え
、
毎
年
６
月
15
日
の「
信
用
金
庫
の

日
」
を
中
心
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

積
極
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

牛
久
駅
か
ら
け
や
き
通
り
、
花
水
木

通
り
沿
い
の
歩
道
な
ど
の
清
掃
に
水
戸

信
用
金
庫
の
職
員
や
家
族
約
１
０
０
人

が
参
加
。参
加
者
た
ち
は
朝
早
く
か
ら
、

手
に
軍
手
や
ご
み
袋
を
持
っ
て
、
ご
み

を
拾
い
な
が
ら
気
持
ち
の
よ
い
汗
を
流

し
、
地
域
の
環
境
美
化
に
貢
献
し
ま
し

た
。

三日月橋付近のごみを拾う生徒たち

　

７
月
１
日
か
ら
市
内
の
７
店
舗（
左

記
参
照
）
に
お
い
て
、
レ
ジ
袋
の
無
料

提
供
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
牛
久
駅
・
ひ
た
ち
野
う
し

く
駅
前
で
、
協
定
締
結
三
者
で
早
朝

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
、
マ
イ
バ
ッ

ク
な
ど
の
持
参
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

お
買
い
物
の

際
に
は
、
マ
イ

バ
ッ
ク
を
持
参

す
る
な
ど
し

て
、
レ
ジ
袋
の

削
減
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま

す
。

レ
ジ
袋
の
無
料
提
供
が

中
止
に
な
り
ま
し
た

「
牛
久
市
に
お
け
る
レ
ジ
袋
削
減
の
取

り
組
み
に
関
す
る
協
定
」締
結
店
舗
名

　
　

           　

（
７
店
舗
・
50
音
順
）

・
イ
ズ
ミ
ヤ
牛
久
店（
１
階
食
品
売
場
）

・
カ
ス
ミ
ひ
た
ち
野
牛
久
店

・
カ
ス
ミ
フ
ー
ド
ス
ク
エ
ア
牛
久
店

・
コ
ー
プ
う
し
く
店

・
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ 

Ｏ
Ｆ
Ｆ
ス
ト
ッ
カ
ー
牛

久
柏
田
店

・
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ 

Ｏ
Ｆ
Ｆ
ス
ト
ッ
カ
ー
牛

久
し
し
こ
店

・
ヤ
マ
ウ
チ
牛
久
店

地域の清掃に励む参加者たち

椎名操県生活環境部長（写真左）から表彰

状を授与される小野寺治子会長（写真右）
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６
月
５
日
、「
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト

つ
く
ば
」（
一
色
愛
子
会
長
）の
認
証
20

周
年
を
記
念
し
て
、
つ
く
ば
市
内
で
記

念
式
典
が
行
わ
れ
、
同
会
か
ら
牛
久
市

に
寄
付
金
10
万
円
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

「
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
」と
は
、
管

理
職
、
専
門
職
に
就
い
て
い
る
女
性
の

世
界
的
組
織
で
、
女
性
の
人
権
・
生
活

の
向
上
を
目
的
に
奉
仕
活
動
を
続
け
て

い
る
団
体
で
す
。

　

「
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
つ
く
ば
」で

は
、
地
域
の
福
祉
な
ど
に
役
立
て
て
も

ら
お
う
と
、
会
員
が
在
住
す
る
10
市
町

の
ほ
か
、
各
種
団
体
へ
寄
付
・
寄
贈
を

行
い
ま
し
た
。

「
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト

つ
く
ば
」か
ら
寄
付
金

ハ
ン
ド
ベ
ル
で
世
代
交
流

　

６
月
29
日
、
池
辺
勝
幸
市
長
か
ら

城
中
町
に
在
住
の
作
詞
家
沼
川
淳
さ
ん

（
写
真
右
）と
歌
手
の
金
田
た
つ
え
さ
ん

に
対
し
て
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
５
月
22
日
に
市
中
央
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
文
化
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ

た「
金
田
た
つ
え
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
」の
収
益
金
で
、
牛
久
市
社
会
福

祉
協
議
会
を
通
じ
て
市
内
の
病
院
な
ど

に
車
い
す
５
台
を
寄
付
し
た
功
績
に
対

し
て
感
謝
状
を
贈
っ
た
も
の
で
す
。

　

金
田
た
つ
え
さ
ん
の
新
曲「
愛
の
絆
」

を
作
詞
し
た
沼
川
さ
ん
は
、「
介
護
し
て

い
る
人
や
団
塊
の
世
代
か
ら
も
、
故
郷

の
親
の
顔
を
思
い
出
す
と
い
う
声
が
多

く
届
い
て
い
る
」
と
曲
の
反
響
や
、
人

と
人
の
絆
の
大
切
さ
を
語
り
ま
し
た
。

「
愛
の
絆

き
ず
な

」車
い
す
を
寄
付

　

７
月
13
日
、
女
化
青
年
研
修
所
で
神

谷
小
学
校「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」の
児

童
１
５
８
人
が
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ「
空

中
絵
巻
」を
体
験
し
ま
し
た
。

　

夏
空
の
下
、
フ
ィ
ー
ル
ド
内
に
張
り

巡
ら
さ
れ
た
全
長
２
０
０
メ
ー
ト
ル
の

透
明
フ
ィ
ル
ム
を
キ
ャ
ン
バ
ス
に
し

て
、
児
童
た
ち
は
思
い
っ
き
り
空
中
ド

ロ
ー
イ
ン
グ
を
満
喫
。
子
ど
も
た
ち
の

無
邪
気
で
、
限
り
な
く
創
造
性
に
富
ん

だ
芸
術
作
品
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

こ
の
試
み
は「
女
化
ア
ー
ト
フ
ィ
ー

ル
ド
事
業
」
の
一
つ
で
、
約
70
年
前
に

建
て
ら
れ
た
旧
女
化
分
校
の
環
境
を
最

大
限
に
生
か
し
、
文
化
・
芸
術
の
拠
点
、

発
信
地
と
す
る
た
め
、
今
年
７
月
か
ら

活
動
が
始
ま
っ
た
も
の
で
す
。

女
化
ア
ー
ト
in
サ
マ
ー
！「女化発…第一号作品」が見事完成

一色会長（写真右）から寄付を受ける池辺市長

　

７
月
８
日
、
つ
く
ば
セ
ン
ト
ラ
ル
病

院
旭
日
ホ
ー
ル
で
、「
高
齢
者
に
よ
る
ハ

ン
ド
ベ
ル
発
表
会
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
発
表
会
は
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
た
い
せ
つ
の
家
の
通
所

者
が
、
日
ご
ろ
一
生
懸
命
練
習
し
た
結

果
を
皆
さ
ん
に
見
て
も
ら
お
う
と
開
催

し
た
も
の
で
す
。

　

発
表
者
は
ベ
ル
を
片
手
に「
荒
城
の

月
」や「
リ
ン
ゴ
の
唄
」な
ど
を
笑
顔
で
演

奏
し
ま
し
た
。
ま
た
、
牛
久
第
一
幼
稚

園
園
児
と
の
合
奏「
ド
レ
ミ
の
歌
」で
は
、

き
れ
い
な
音
色
が
ホ
ー
ル
い
っ
ぱ
い
に

響
き
、
患
者
さ
ん
や
職
員
、
訪
れ
た
人
々

は
、
高
齢
者
と
幼
稚
園
児
に
よ
る
音
の

ハ
ー
モ
ニ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

生き生きとした表情の高齢者の方々

感謝状を受け取った沼川夫妻
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種　目 学校名 優勝 記　録

50m 牛久二小 吉本彩里 8秒1
100m 中根小 平野晃子 15秒3
80m ハードル 中根小 岩間ななみ 15秒0
800m 向台小 鈴木結芽 2分44秒6
走り幅跳び 中根小 村中未来 3m64cm
走り高跳び 中根小 山家　和 1m17cm
ボールスロー 中根小 渡辺　麗 39m96cm

4×100ｍリレー 神谷小
澤畑理紗、岡田七海、
鎌田知里、星野夏海

1分2秒1

種　目 学校名 優勝 記　録
1年100m 下根中 大野晃祥 12秒7
2年100m 一中 吉田洸平 12秒8
3年100m 南中 中野　亮 11秒9
共通200m 三中 久保田裕揮 25秒0
共通400m 南中 森山　亮 58秒9
共通800m 南中 粂野　塁 2分14秒8
1年1500m 下根中 佐野　仁 5分05秒9
2年1500m 下根中 七戸拓郎 4分41秒4
3年1500m 南中 杉田賢二 4分49秒2

共通3000m 南中 森田壮哉 9分43秒4

共通110m ハードル 南中 生田和希 18秒1
走り高跳び 下根中 髙野颯人 1m58cm
走り幅跳び 二中 鈴木省吾 5ｍ27cm
砲丸投げ 下根中 内堀弘樹 9ｍ75cm
4×100ｍリレー 南中 47秒4

種　目 学校名 優勝 記　録
1年100m 三中 高藤真幸 14秒6
2年100m 下根中 深作歩美 13秒6
3年100m 南中 吉田仁美 13秒4
共通200m 三中 島村真由美 29秒2
共通800m 南中 桑原沙幸 2分34秒9
共通1500m 三中 竹上舞衣子 5分15秒8
共通100m ハードル 下根中 星野あかり 18秒2
走り高跳び 下根中 中田茉以子 1ｍ30cm
1年走り幅跳び 下根中 岩﨑眞恵 4ｍ11cm
2年走り幅跳び 一中 山岸笑美 4ｍ29cm
3年走り幅跳び 南中 石塚真友香 4ｍ59cm
砲丸投げ 三中 清水麻実 10m63cm
4×100ｍリレー 南中 54秒8

男　子 女　子

６年生男子 ６年生女子

牛久市小学校陸上記録会

牛久市中学校陸上競技大会

（敬称略）

（敬称略）

5月19日（火）

5月26日（火）

＜6月14日（日）牛久運動公園テニスコート、参加者27組54人＞

トーナメント 優勝 準優勝 第３位
　1位トーナメント 本名 ･ 小松 中村 ･ 中村 佐々木 ･ 佐々木
　2位トーナメント 町井 ･ 町井 今野・富田 佐渡山・佐渡山
　3・4位トーナメント 大古・石引 西村・西村 小竹・小竹

牛久市民ミックスダブルス硬式テニス大会

（敬称略）

小
学
校
陸
上
記
録
会

種　目 学校名 優勝 記　録

50m

中根小 富田凜太郎

8秒0
中根小 島　健人
牛久二小 大原拓海
神谷小 辻井　歩

100m 牛久二小 柴田昌樹 14秒4
80m ハードル 中根小 味田直輝 13秒9
1000m 岡田小 　田晃輔 3分19秒3
走り幅跳び 牛久二小 溝井翔太 4m51cm
走り高跳び 中根小 山内マイコン 1m24cm
ボールスロー 岡田小 末永仁志 56m72cm

4×100ｍリレー 牛久二小
古橋和大、柴田昌樹、
髙橋駿介、溝井翔太

57秒6

中
学
校
陸
上
競
技
大
会

口
土
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　このコーナーでは、市民の皆さんから寄せられたイラス

トや俳句、川柳などを紹介しています。なお、お便りには

住所と氏名、電話番号を記入してください。また、匿名希

望の方は、その旨記入してください。ペンネームも OK です。

あて先：〒300-1292牛久市中央3-15-1

　　　　「広報うしくちょっと休憩」係

　　　　E メール shimin@city.ushiku.ibaraki.jp

皆
さ
ん
の
お
便
り
か
ら

短
歌
・
俳
句
・
川
柳
コ
ー
ナ
ー

南・犬塚さん

イラスト、俳句、川柳など、毎月たくさんのお便りありがとうございます。
紙面の都合上、すべてを掲載できない場合がありますが、今後もたくさんのお便
りをお待ちしています。

ち
ぎ
れ
雲
乗
っ
て
行
き
た
し
故
郷
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

女
化
町　

清
水
さ
ん

麦
し
ゅ
う
や
金き

ん色
の
穂
に
見
ゆ
鳥
遊
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
宮　

岡
村
さ
ん

不
況
で
も
就
職
で
き
た
孫
を
褒
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

刈
谷
町　

小
山
さ
ん

滝
壺
に
神
秘
の
刻
の
流
れ
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

栄
町　

増
田
さ
ん

幸さ
ち

う
す
き
生せ

い

し死
の
間

は
ざ
ま

で
生
き
て
来
た

　
　
　

庭
に
来
て
果は

て
し
痩
せ
し
野
良
猫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
見
町　

根
本
良
子
さ
ん

ひ
た
ち
野
う
し
く

七
夕
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
９

　

５
月
16
日
か
ら
24
日
に
か
け
て
、
水

戸
市
総
合
運
動
公
園
軟
式
野
球
場
で
行

わ
れ
た「
春
季
茨
城
県
還
暦
軟
式
野
球

大
会
」で
、
う
し
く
ゴ
ー
ル
デ
ン
ボ
ー

イ
ズ
が
優
勝
し
ま
し
た
。
決
勝
で「
全

水
戸
チ
ー
ム
」に
７
対
６
で
勝
利
し
、
勝

利
監
督
賞
に
福
田
幸
一
さ
ん
、
最
優
秀

選
手
賞
に
大
原
惠
政
さ
ん
、
首
位
打
者

賞
に
中
澤
一
男
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

全
国
制
覇
に
向
け
て
、
９
月
25
日
か

ら
29
日
に
大
分
県
別
府
市
で
開
催
さ
れ

る「
第
25
回
全
日
本
還
暦
軟
式
野
球
選

手
権
大
会
」
に
、
茨
城
県
代
表
と
し
て

出
場
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

う
し
く
ゴ
ー

ル
デ
ン
ボ
ー
イ

ズ
は
、
平
成
11

年
以
降
毎
年
全

国
レ
ベ
ル
の
大

会
で
好
成
績
を

残

し

て

い

て
、

同
大
会
で
は
平

成
13
年
・
16
年

に
続
き
３
度
目

の
全
国
制
覇
を

目
指
し
て
頑
張

り
ま
す
！

う
し
く
ゴ
ー
ル
デ
ン
ボ
ー

イ
ズ
春
季
県
大
会
優
勝
！

　

ひ
た
ち
野
う
し
く
ま
ち
そ
だ
て
協
議

会
の
主
催
に
よ
り
、
７
月
５
日
か
ら
７

日
ま
で
、
ひ
た
ち
野
う
し
く
駅
を
主
会

場
に
「
ひ
た
ち
野
う
し
く
七
夕
フ
ェ
ス

タ
２
０
０
９
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

自
由
通
路
に
は
七
夕
飾
り
が
設
置
さ

れ
、
た
く
さ
ん
の
市
民
が
願
い
を
込
め

た
短
冊
を
飾
り
ま
し
た
。「
苦
手
な
も
の

が
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
」
や

「
サ
ッ
カ
ー
が
う
ま
く
な
り
た
い
」な
ど
、

子
ど
も
た
ち
が
夢
を
託
し
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

や
コ
ン
サ
ー
ト
、積
み
木
遊
び
コ
ー
ナ
ー

な
ど
楽
し
い
企
画
が
用
意
さ
れ
、
家
族

連
れ
な
ど
を
中
心
に
約
１
２
０
０
人
の

参
加
者
が
七
夕
を
満
喫
し
ま
し
た
。

☆
…
誰
に
も
幾
つ
も
の
思
い

出
が
あ
る
と
思
う
。
私

に
も
幾
つ
か
の
思
い
出
が

あ
る
。
生
後
３
カ
月
ぐ

ら
い
か
ら「
ベ
ビ
ー
カ
ー
」

に
乗
っ
た
ひ
孫
と
私
の
日

課
に
な
っ
た
散
歩
の
コ
ー

ス
。
つ
ぶ
ら
な
ひ
と
み
、

リ
ン
ゴ
の
よ
う
な
ほ
お
、

モ
ミ
ジ
の
よ
う
な
手
に
触

れ
る
時
、
私
は
最
高
の
幸

せ
。「
架
澄
も
幸
せ
、
私
も

幸
せ
」。
以
来
こ
の
通
り

を
す
べ
て
の
人
の
幸
せ
を

祈
っ
て「
幸
せ
通
り
」
と
呼

ぶ
こ
と
に
し
た
。「
優
し
い

お
じ
い
ち
ゃ
ん
大
好
き
」、

満
面
の
笑
み
で
寄
り
添
う

ひ
孫
。
き
れ
い
な
笑
顔
に

朝
陽
が
ま
ぶ
し
い
。
そ
し

て
、
明
る
く
楽
し
い
会
話
。

ウ
グ
イ
ス
も
相
和
し
て
声

も
高
ら
に
名
曲
を
奏
で

る
。
幸
せ
の
調
べ
を
。
春

風
が
ほ
お
に
優
し
く「
キ

ス
」し
て
、
耳
元
で
そ
っ
と

さ
さ
や
く「
幸
せ
通
り
の

風
は
お
い
し
い
ね
、
心
地

よ
い
で
し
ょ
。
今
が
最
高

の
幸
せ
ね
」と
。
当
時
の
赤

ち
ゃ
ん
も
小
学
２
年
生
。

桂
町
・
木
村
さ
ん

七夕飾りに彩られた駅の自由通路
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牛
久
駅
東
口
駅
前
広
場
利
活
用

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加
者
募
集

　

牛
久
ワ
イ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
構
想
を
具
現

化
す
る
一
つ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
牛

久
の
顔（
玄
関
口
）で
あ
る
Ｊ
Ｒ
牛
久
駅

の
東
口
駅
前
広
場
を
使
い
や
す
く
、
ま

た
魅
力
を
感
じ
、
愛
着
の
持
て
る
空
間

と
し
て
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

と
と
も
に
専
門
家
を
交
え
意
見
交
換
し

な
が
ら
、
そ
こ
で
伺
っ
た
ご
意
見
や
ご

提
案
を
設
計
デ
ザ
イ
ン
へ
と
反
映
し

て
い
く
た
め
、「
牛
久
駅
東
口
駅
前
広
場 

利
活
用
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
開
催
し

ま
す
。街
な
か
で
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
、

使
い
や
す
く
、
憩
い
の
場
・
交
流
の
場

と
な
る
よ
う
駅
前
広
場
に
つ
い
て
語
り

合
い
ま
し
ょ
う
。

日
時　

８
月
25
日（
火
）午
後
２
時
～

場
所　

エ
ス
カ
ー
ド
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

定
員　

10
人
程
度
※
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
。

申
し
込
み
方
法　

８
月
14
日（
金
）ま
で

に
、
氏
名
、
住
所
、
連
絡
先（
電
話

番
号
）
を
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
Ｅ

メ
ー
ル
の
場
合
は
、
件
名
を「
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
申
し
込
み
」
と
し
て
く

だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

市
都

市
計
画
課
☎
内
線
２
５
２
４
Ｆ
Ａ

Ｘ
８
７
１
・
１
９
５
６
Ｅ
メ
ー
ル

toshikeikaku@
city.ushiku.ibaraki.jp

小
学
生
議
会（
模
擬
議
会
）

の
傍
聴
に
つ
い
て

　

こ
の
模
擬
議
会
は
、
今
世
紀
を
担
っ

て
い
く
小
学
生
に
、
地
方
自
治
の
仕
組

み
を
学
び
、
市
の
政
策
決
定
の
過
程
や

市
議
会
の
運
営
方
法
な
ど
を
体
験
し
、

理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
開
催
す
る
も

の
で
す
。
市
内
の
各
小
学
校
か
ら
２
人

ず
つ
児
童
が
模
擬
議
員
と
し
て
質
問
し

ま
す
。
ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

８
月
20
日（
木
）午
後
１
時
30
分

開
会

場
所　

市
議
会
議
場（
市
役
所
本
庁
舎

４
階
）※
傍
聴
席
は
５
階
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

市
市
民
活
動
課
☎
内
線

１
６
３
２

平
成
21
年
度
教
育
講
演
会

　

市
内
の
児
童
・
生
徒
の
学
力
向
上
の

た
め
に
授
業
改
善
を
目
指
し
、
講
演
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

日
時　

８
月
18
日（
火
）
午
後
１
時
30

分
～（
受
け
付
け
）、
午
後
２
時
～
４

時（
講
演
）

場
所　

市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
文

化
ホ
ー
ル

講
演
テ
ー
マ　

「
授
業
を
変
え
る
、
学

校
が
変
わ
る
」

講
師　

佐
藤
学
先
生（
東
京
大
学
大
学

院
教
授
）

対
象　

幼
・
小
・
中
学
校
教
職
員
、
市

内
に
在
住
の
方
な
ど
※
現
在
、
牛
久

市
の
小
中
学
校
で
は
、
佐
藤
学
先
生

の
提
唱
す
る「
学
び
合
い
」の
あ
る
授

業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
小
中
学
生

の
保
護
者
の
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

入
場
料　

無
料（
事
前
の
申
し
込
み
不

要
）

問
い
合
わ
せ　

市
指
導
課
☎
内
線
３
０

２
１
～
３
０
２
２

永
年
無
事
故
運
転
者
の
表
彰

　

牛
久
地
区

交
通
安
全
協

会
で
は
、
永

年
無
事
故
運

転
者
の
表
彰

を

行

い

ま

す
。
こ
の
表

彰
は
、
長
期
に
わ
た
り
無
事
故
を
続
け

て
い
る
会
員
の
方
を
対
象
に
表
彰（
牛

久
警
察
署
長
・
牛
久
地
区
交
通
安
全
協

会
長
連
名
表
彰
）
し
ま
す
の
で
、
表
彰

基
準
に
該
当
す
る
方
の
お
申
し
込
み
、

ま
た
は
適
任
者
の
ご
推
薦
を
お
願
い
し

ま
す
。

表
彰
基
準　

①
牛
久
警
察
署
管
内（
牛
久
市
・
阿
見

町
）
に
在
住
の
交
通
安
全
協
会
会
員

で
あ
る
こ
と
。

②
10
年
以
上
の
運
転
経
験
を
有
す
る
こ

と
。

③
５
年
以
上
無
事
故
無
違
反
で
あ
る
こ

と
。

持
参
す
る
物　

運
転
免
許
証
、
印
鑑

申
込
締
め
切
り
日　

９
月
30
日（
水
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

（
財
）牛
久

地
区
交
通
安
全
協
会
事
務
局（
下
根

町
４
９
１
‐
１
牛
久
警
察
署
内
） 

☎
８
７
２
・
３
６
９
０
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牛久市内で活動している市民団体の情報サイト
うしくコミュニティネット http://www.ushiku-shimin.jp/
問い合わせ 市市民活動課☎内線 1634

第
15
回
記
念
う
し
く
現
代
美

術
展
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

地
元
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
に
よ
る

作
品
を
紹
介
し
、
市
民
と
の
交
流
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
平
成
７
年
か
ら
始

ま
っ
た「
う
し
く
現
代
美
術
展
」が
、
本

年
度
も
開
催
さ
れ
ま
す
。
今
回
は
15

回
記
念
と
い
う
こ
と
で
、
特
別
イ
ベ
ン

ト
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
な
企
画
を
考
え

て
い
ま
す
。
開
催
に
あ
た
り
、
う
し
く

現
代
美
術
展
を
支
え
て
く
れ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。
美
術
が
好
き

な
方
、
文
化
芸
術
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
興
味
の
あ
る
方
、
ぜ
ひ
、
美

術
展
に
参
加
し
て
、
貴
重
な
体
験
を
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

仕
事
の
内
容　

第
15
回
記
念
う
し
く
現

代
美
術
展（
11
月
15
日
～
29
日
開
催
）

の
受
け
付
け
な
ど
の
会
場
運
営
や
広

報
の
た
め
の
作
業

対
象　

18
歳
以
上
の
方
※
無
償
を
原
則

と
し
ま
す
。

申
し
込
み
方
法　

申
込
用
紙
に
記
入
の

上
、
直
接
持
参
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
※
申
込
用
紙

は
市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
窓
口

に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
生
涯
学
習

課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

申
込
締
め
切
り
日　

８
月
31
日（
月
）

※
う
し
く
現
代
美
術
展
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

は
、
展
覧
会
の
開
催
を
主
体
的
に
支

え
る
独
立
し
た
団
体
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
応
募
に
つ
い

て
は
市
生
涯
学
習
課
で
受
け
付
け
し

ま
す
が
、
活
動
に
関
す
る
連
絡
通
知

な
ど
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
か
ら
送

付
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

市
生
涯
学

習
課（
市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

内
）
☎
８
７
１
・
２
３
０
１
Ｆ
Ａ
Ｘ

８
７
１
・
１
３
３
４
※
第
２
・
第
４

月
曜
日
休
館
。

平
成
22
年
牛
久
市
成
人
式

の
お
知
ら
せ

日
時　

平
成
22
年
１
月
10
日（
日
）午
前

10
時
～
受
け
付
け
、
午
前
11
時
～
式

典
場
所　

市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
文

化
ホ
ー
ル

対
象　

平
成
元
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

２
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

・
酒
類
お
よ
び
飲
食
物
の
持
ち
込
み
は

堅
く
禁
止
し
ま
す
。
ま
た
、
飲
酒
さ

れ
て
い
る
方
は
入
場
を
お
断
り
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
車
で
お
越
し
の
際
は
、
飲
酒
運
転
を

絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

★
新
成
人
者
を
対
象
に
成
人
式（
第
二

部
）
の
企
画
・
運
営
活
動
に
参
加
い

た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

会
議
日
程　

９
月
27
日
、
10
月
25
日
、

11
月
15
日
・
29
日
、
12
月
６
日
・
20

日
・
27
日
の
各
日
曜
日（
予
定
）

時
間　

午
後
１
時
30
分
～

場
所　

市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
会

議
室

準
備
・
リ
ハ
ー
サ
ル
日
時　

平
成
22
年

１
月
９
日（
土
）午
前
９
時
30
分
～

申
し
込
み
方
法　

は
が
き
に
住
所
、
氏

名
、
性
別
、
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、

「
〒
３
０
０
‐
１
２
１
１
牛
久
市
柏

田
町
１
６
０
６
‐
１
牛
久
市
中
央
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内
成
人
式
実
行
委

員
募
集
係
」ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

申
込
締
め
切
り
日　

８
月
31
日（
月
）必

着
問
い
合
わ
せ　

市
生
涯
学
習
課（
市
中

央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
８
７

１
・
２
３
０
１

牛久市の文化財保護についてのお知らせ
　文化財は、地域の歴史や文化の成り立ちを理解する上で

欠くことのできない私たちの貴重な歴史的財産で、将来の

文化の向上・発展の基礎を成すものです。市には、国・県・

市指定の文化財や遺跡など多くの文化財が所在していま

す。皆さん、ぜひ一度お訪ねください。

　また、県では、これらの貴重な文化財を保護するために

文化財保護指導員を置き、委員による文化財の巡視を年3

回行っています。巡視の際には、ご協力をお願いします。

また、文化財や遺跡について尋ねてみてください。

文化財巡視時期　【第1回目】6月～8月、【第2回目】9月～12月、

　【第3回目】12月～平成22年2月

牛久市の文化財（今年度巡視予定地）

・国指定重要文化財…シャトーカミヤ旧醸造場施設

・県指定文化財…観音寺本堂・仁王門

・市指定文化財…小坂城跡

・桜塚古墳群、蛇喰古墳、岡見城跡、明神遺跡、湯崎遺跡、

　ヤツノ上遺跡、中下根遺跡、姥神遺跡、荒地畑遺跡

問い合わせ　市生涯学習課（市中央生涯学習センター内）

☎871-2301
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　　市役所☎029-873-2111（代）FAX029-873-7510
　　ホームページ http://www.city.ushiku.ibaraki.jp/

2011年7月24日までに地上テレビ放送は完全にデジタル放送に
移行し、アナログ放送は終了します。
問い合わせ　地上デジタルコールセンター☎0570-07-0101

県税および市税・下水道使用料の納付はお済みですか？
　県税（自動車税など）、市税（固定資産税、市・県民税、国民健康保険税、軽自動車税など）および

下水道使用料の納付はお済みですか？

　まだ、納付のお済みでない方は、納付通知書でお近くの金融機関から納付

するか、県税事務所（県税のみ）、市役所（市税・下水道使用料のみ）で納付し

てください。納付をお忘れになったり、遅れたりしますと催告書をお送りす

ることになります。

　未納者に対しては、金融機関に預貯金の残高照会、勤務先へ給与額照会、

資産調査（不動産・生命保険・自動車）を行い、その資産の差し押さえ（給与・

不動産・預貯金・生命保険）、自動車へのタイヤロック（右写真）などの処分

を行います。事情があって納付が困難な方、ご不明な点がある方は、次の機

関までお問い合わせください。

問い合わせ　【県税の納税に関すること（自動車税、不動産取得税、個人・法人事業税）】土浦県税事

務所収税第1・第2課☎822-7208、☎822-7205、【市税（固定資産税、市・県民税、軽自動車税、国民

健康保険税）・下水道使用料の納付に関すること】市収納課☎内線1061～1068

★上水道・下水道使用料一括請求について

　平成21年4月分以降の下水道使用料金は、茨城県南水道企業団が上水道・下水道料金を一括請求

させていただいていますので、平成21年度以降分の下水道使用料は、茨城県南水道企業団へお問い

合わせをお願いします。

問い合わせ　茨城県南水道企業団業務課☎0297-66-5132

牛久クリーンセンター排ガス分析結果
　平成20年度に実施した排ガス分析結果を公表します。なお、平成19年度以前のデータについては、

ホームページ (http://www.city.ushiku.ibaraki.jp/section/seisou/index.htm）に掲載しています。

（1）ばいじん、硫黄酸化物、窒素酸化物、塩化水素の測定値は平均値です。

（2）単位：ppm とは100万分の1g、ngTEQ とは10億分の1g を表します。

（3）国規制値は処理能力98トン以下の処理施設に適用される規制値を表示しています｡

   （牛久クリーンセンターの処理能力＝67.5トン／日）

問い合わせ　牛久クリーンセンター☎830-9333

ばいじん
（g/Nm³）

硫黄酸化物
(ppm)

窒素酸化物
(ppm)

塩化水素
（ppm）

ダイオキシン類
(ngTEQ/Nm³)

１号炉 0.00200 10未満 14.0未満 10未満 0.0094
２号炉 0.00250 10未満 24.5未満 10未満 0.0003
３号炉 0.00233 10未満 15.6未満 10未満 0.0035
市規制値 0.01 20 50 30 0.1
国規制値 0.08 3000 250 430 1.0

霞ケ浦環境科学センター夏まつり2009（入場無料）
日時　8月22日（土）午前10時～午後3時30分

場所　茨城県霞ケ浦環境科学センター（土浦市沖宿1853）

テーマ　「夏休み　楽しく学ぼう　水質浄化！」

内容　環境保全団体などによる展示、体験教室（おもしろ科学教室、魚釣り教室）、特産物の販売

問い合わせ　霞ケ浦環境科学センター☎828-0961ホームページ http://www.kasumigaura.pref.ibaraki.jp/
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牛久市内で活動している市民団体の情報サイト
うしくコミュニティネット http://www.ushiku-shimin.jp/
問い合わせ 市市民活動課☎内線 1634

現
況
届
の
提
出
を
忘
れ
ず
に

児
童
扶
養
手
当
・
児
童
育
成
手
当
を
受

け
て
い
る
方
へ

　

現
在
、
母
子
世
帯
ま
た
は
父
子
世
帯

で
児
童
扶
養
手
当
・
児
童
育
成
手
当
を

受
け
て
い
る
方（
手
当
の
支
給
停
止
者

も
含
む
）
は
、
毎
年
８
月
１
日
～
31
日

に
現
況
届
を
提
出
す
る
こ
と
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
届
け
を
出
さ

な
い
と
８
月
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ

な
く
な
り
、
さ
ら
に
２
年
間
こ
の
届
け

を
出
さ
な
い
と
資
格
を
失
い
ま
す
。

　

６
月
末
現
在
に
お
い
て
受
給
資
格
を

お
持
ち
の
方
全
員
に
、
市
か
ら
現
況
届

の
用
紙
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
期
限
ま

で
に
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

市
児
童
福
祉
課
☎
内
線

１
７
３
１
、
１
７
３
３

夏
休
み
日
帰
り
バ
ス
遠
足

参
加
者
募
集

　

夏
休
み
の
後
半
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を

加
え
て
み
ま
せ
ん
か
？
小
さ
な
お
子
さ

ん
か
ら
楽
し
め
ま
す
！

日
程　

８
月
23
日（
日
）
鉄
道
博
物
館

（
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
大
成

町
３
‐
47
）

対
象　

市
内
に
在
住
の
父
子
・
母
子
家

庭
の
親
子
お
よ
び
家
族

集
合
時
間　

午
前
７
時
45
分（
市
役
所

保
健
セ
ン
タ
ー
前
）

出
発
時
間　

午
前
８
時
※
時
間
厳
守
。

帰
着
時
間　

午
後
６
時
ご
ろ

参
加
費　

【
会
員
】
大
人
１
０
０
０
円
、

子
ど
も（
中
学
生
以
下
）
５
０
０
円
、

【
会
員
以
外
】大
人
２
０
０
０
円
、
子

ど
も（
中
学
生
以
下
）
１
０
０
０
円

（
入
場
料
、
昼
食
代
な
ど
含
む
）※
乗

り
物
代
金
は
各
自
負
担
。

※
当
日
入
会
の
方
大
歓
迎
！
も
ち
ろ
ん

会
員
料
金
で
参
加
Ｏ
Ｋ
！

持
参
す
る
物　

参
加
費
、
帽
子
、
飲
み

物
な
ど

申
込
締
め
切
り
日　

８
月
10
日（
月
）

主
催　

牛
久
市
母
子
寡
婦
福
祉
会（
サ

ル
ビ
ア
の
会
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

市
児
童
福

祉
課
☎
内
線
１
７
３
１
、
会
員
の
方

は
一
守
☎
８
７
２
・
０
８
９
７
ま
で
。

男
女
共
同
参
画
チ
ャ
レ
ン

ジ
支
援
セ
ミ
ナ
ー

日
時　

９
月
10
日（
木
）
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分

場
所　

女
性
プ
ラ
ザ
男
女
共
同
参
画
支

援
室（
水
戸
市
三
の
丸
１
‐
７
‐
41

い
ば
ら
き
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

※
車
で
お
越
し
の
方
は
、
三
の
丸
庁

舎
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

自
衛
官
募
集

受験種目 2等陸海空士 一般曹候補生 航空学生

受験資格
採用予定月の1日現在、18歳
以上27歳未満の男女

平 成22年4月1日 現 在、
18歳以上27歳未満の方

平成22年4月1日現在、18歳
以上21歳未満の方

受け付け
【男子】年間を通じて
【女子】8月1日（土）～9月11日（金）

8月1日（土）～9月11日（金）

試験日
【男子】受付時にお知らせ
【女子】9月27日（日）

【第1次試験】
9月19日（土）

【第2次試験】
10月8日（木）～15日

（木）の指定する日

【第1次試験】9月23日（水・祝）
【第2次試験】10月17日（土）～22
日（木）の指定する日

【第3次試験】11月14日（土）～12月
18日（金）の指定する日

場所
【男子】受付時にお知らせ
【女子】別途各人に通知

受付時にお知らせ 別途各人に通知

E メール hq1-ibaraki@pco.mod.go.jp　ホームページ http://www.mod.go.jp/pco/ibaraki/

問
い
合
わ
せ　

自
衛
隊
茨
城
地
方
協

力
本
部
龍
ヶ
崎
地
域
事
務
所
☎

０
２
９
７
・
64
・
３
３
５
１

テ
ー
マ　

「
自
分
ら
し
く　

生
き
方
上

手
～
心
身
と
も
に
す
こ
や
か
に
生
き

る
ち
か
ら
を
磨
く
～
」

内
容　

心
身
と
も
に
健
康
で
働
き
続
け

る
た
め
に
必
要
な
考
え
方
に
つ
い
て

学
び
ま
す
。

講
師　

渡
辺
め
ぐ
み
氏（
臨
床
心
理
士
、

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
医
療
法

人
社
団
温
心
会 

ヒ
ヨ
ド
リ
医
院
心

理
課
長
）

定
員　

30
人
※
先
着
順
。

参
加
費　

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

県
女
性
青

少
年
課
女
性
プ
ラ
ザ
男
女
共
同
参
画

支
援
室（
高
嶋
、
奥
村
、
小
泉
）☎
０

２
９
・
２
３
３
・
３
９
８
２

平
成
21
年
度「
介
護
の
日
」

作
文
大
募
集

　

県
で
は
、「
介
護
の
日
」（
11
月
11
日
）

の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
県
民
誰
も
が
介
護

に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と
す
る
た
め
、

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。
詳

し
く
は
、
茨
城
県
介
護
保
険
室
ホ
ー
ム

ペ

ー

ジ（h
ttp

://w
w

w
.p

ref.ib
arak

i.

jp
/b

u
k
y
o
k
u
/h

o
k
en

/k
aig

o
/

）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

茨
城
県
介
護
保
険
室
☎

０
２
９
・
３
０
１
・
３
３
３
２
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　　市役所☎029-873-2111（代）FAX029-873-7510
　　ホームページ http://www.city.ushiku.ibaraki.jp/

2011年7月24日までに地上テレビ放送は完全にデジタル放送に
移行し、アナログ放送は終了します。
問い合わせ　地上デジタルコールセンター☎0570-07-0101

浄
化
槽
を
お
使
い
の
皆
さ

ん
へ

～
法
定
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
～

　

浄
化
槽
の
所
有
者
は
、
保
守
点
検
と

清
掃
を
定
期
的
に
行
い
、
浄
化
槽
が
適

正
に
管
理
さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
す
る

た
め
の
法
定
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
法

律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
法
定
検
査
を
受
け
て
い
な
い
方

に
は
、指
導
・
勧
告
・
命
令
が
出
さ
れ（
県

の
職
員
が
直
接
、
受
検
指
導
に
お
伺
い

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）
命
令
に
違
反

し
た
場
合
に
は
、
過
料
に
処
せ
ら
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
県
指
定
検
査

機
関
と
な
っ
て
い
る（
社
）茨
城
県
水
質

保
全
協
会
に
申
し
込
み
の
上
、
必
ず
受

検
し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み　

（
社
）茨
城
県
水
質
保
全
協

会
☎
０
２
９
・
２
２
７
・
４
８
２
１

問
い
合
わ
せ　

県
廃
棄
物
対
策
課
☎
０

２
９
・
３
０
１
・
３
０
２
０

よ
り
高
品
質
の
県
産
米
を

目
指
し
て
！

　

県
で
は
、「
品
質
を
重
視
し
た
米
づ
く

り
」
の
推
進
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

消
費
者
に
喜
ん
で
買
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
な
お
米
を
目
指
し
て
、
田
植
え
の
時

期
、
水
の
管
理
、
生
産
上
の
技
術
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。
お
米
を
１
・
85
㎜
以
上
の
網

目
で
ふ
る
い
に
か
け
る
の
も
、
そ
の
一

つ
。
網
目
を
大
き
め
の
１
・
85
㎜
以
上

に
す
る
と
、
粒
が
そ
ろ
っ
て
炊
き
上
が

り
に
む
ら
が
な
く
な
る
の
で
、
お
い
し

く
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
市

内
の
生
産
者
の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
実
行
し

て
く
だ
さ
い
！

問
い
合
わ
せ　

県
県
南
農
林
事
務
所
企

画
調
整
部
門
振
興
・
環
境
室
農
業
振

興
課（
農
産
担
当
）☎
８
２
２
・
７
０

８
６
Ｆ
Ａ
Ｘ
８
２
２
・
７
３
４
５

心
の
悩
み
を
相
談
し
て
み

ま
せ
ん
か

　

市
内
で
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
始
め
ま

し
た（
予
約
制
）。
ま
ず
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

日
時　

８
月
10
日
、
９
月
14
日
、
10
月

19
日
、
11
月
９
日
、
12
月
14
日
、
平

成
22
年
１
月
18
日
、
２
月
８
日
、
３

月
８
日
の
月
曜
日
午
後
１
時
～
５
時

場
所　

ラ
ウ
エ
ル
牛
久
２
階
会
議
室

（
中
央
１
‐
16
‐
１
）

予
約
電
話
番
号　

☎
０
２
９
・
２
２
５
・

８
５
８
０
※
牛
久
ル
ー
ム
希
望
と
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。

相
談
・
面
接
料　

１
回
に
つ
き
３
１
５

０
円

問
い
合
わ
せ　

（
財
）茨
城
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
☎
０
２
９
・
２
２
５
・

８
５
８
０

県
立
医
療
大
学
付
属
病
院

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

日
程　

原
則
と
し
て
週
１
回（
２
～
３

時
間
）

場
所　

県
立
医
療
大
学
付
属
病
院
成
人

病
棟
、
小
児
病
棟
ほ
か

内
容　

季
節
の
行
事
の
お
手
伝
い
、
園

芸
・
病
室
の
環
境
整
備
、
絵
手
紙
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
お
手
伝
い
、

散
歩
の
誘
導
、子
ど
も
の
遊
び
相
手
、

食
事
の
お
手
伝
い
な
ど

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

県
立
医
療
大
学
付
属
病

院
総
合
相
談（
遠
藤
）☎
８
８
８
・
９

２
１
２

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
の
日

程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　

平
成
21
年
度「
す
こ
や
か
」20
ペ
ー
ジ

に
掲
載
の「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
」の
８

月
分
の
日
程
に
つ
い
て
14
日（
金
）か
ら

13
日（
木
）に
変
更
と
な
り
ま
す
。
相
談

は
、
予
約
制
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ご
希
望
の
方
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ　

市
社
会
福
祉
課
☎
内
線

１
７
１
１
～
１
７
１
２

幼稚園名 入園説明会・公開保育 問い合わせ

こばと幼稚園 入園の問い合わせは電話で随時受け付け ☎873-0147

牛久教会こどものいえ幼稚園 入園の問い合わせは電話で随時受け付け ☎872-1326

牛久文化幼稚園 9月5日（土）午前10時～（入園説明会）、見学は随時受け付け ☎873-8253

かわい幼稚園 9月22日（火・祝）午前10時～ ☎872-7887

フレンド幼稚園 9月8日（火）午前10時～ ☎873-7435

牛久幼稚園 9月25日（金）午前10時15分～（公開保育）、午前11時～（入園説明会）☎874-2246

ひたち野牛久幼稚園 9月15日（火）午前10時20分～（公開保育）、午前11時～（入園説明会）☎843-1120

※各幼稚園から入園案内および入園願書の各家庭への郵送は行いません。
※詳しくはご希望の幼稚園にお問い合わせください。
※説明会は各幼稚園で行います。なお、見学は随時行っていますので、電話連絡の上お越しください。

私
立
幼
稚
園
入
園
児
募
集

入
園
案
内
書
・
願
書
の
配
布　

９
月
１

日（
火
）～

入
園
願
書
の
受
付
開
始
日　

10
月
１
日

（
木
）～
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ク
ロ
ッ
ケ
ー
教
室

　

「
ク
ロ
ッ

ケ
ー
」
を
ご

存
じ
で
す

か
。

初

め

て
挑
戦
す

る

方
、

レ

ベ
ル
ア
ッ

プ
を
目
指

す

方
、

県

の
代
表
者

を
招
い
て
、

体
験
教
室
・
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
牛
久
市
ク
ロ
ッ
ケ
ー
連
盟
の

大
会
で
好
成
績
を
収
め
た
２
つ
の
チ
ー

ム
が
、
市
を
代
表
し
て
、
６
月
12
日
に

開
催
さ
れ
た「
茨
城
県
レ
ク
・
ク
ロ
ッ

ケ
ー
水
戸
地
区
大
会
」
に
参
加
し
ま
し

た（
右
写
真
）。
現
在
も
更
な
る
飛
躍
を

求
め
、
日
々
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

日
時　

９
月
７
日（
月
）午
前
９
時
～
正

午
場
所　

牛
久
運
動
公
園
多
目
的
広
場

対
象　

市
内
に
在
住
の
方
※
年
齢
は
問

い
ま
せ
ん
。

参
加
費　

無
料

※
用
具
は
準
備
し
て
い
ま
す
の
で
、
動

き
や
す
い
服
装
・
靴
を
ご
準
備
く
だ

さ
い
。

申
し
込
み
方
法　

８
月
28
日（
金
）ま
で

に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

主
催　

牛
久
市
ク
ロ
ッ
ケ
ー
連
盟

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

市
社
会

体
育
課（
牛
久
運
動
公
園
内
）☎
８
７

３
・
２
４
８
６
Ｆ
Ａ
Ｘ
８
７
３
・
２

８
９
５

第
10
回
体
育
協
会
硬
式
テ

ニ
ス
教
室

　

楽
し
く
健

康
的
に
硬
式

テ
ニ
ス
を
始

め
て
み
ま
せ

ん
か
？

日
時　

９
月

６
日（
日
）・
13
日（
日
）・
20
日（
日
）・

21
日（
月
・
祝
）※
雨
天
予
備
日
22
日

（
火
・
祝
）・
23
日（
水
・
祝
）、【
開
講

受
け
付
け
】
９
月
６
日（
日
）
午
前
８

時
～
８
時
30
分

場
所　

牛
久
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

Ｎ
Ｏ
．
１
～
４

対
象　

ど
な
た
で
も

定
員　

一
般
30
人
、
ジ
ュ
ニ
ア（
６
～

13
歳
）10
人

参
加
費　

２
５
０
０
円（
初
日
に
徴
収

し
ま
す
）

申
し
込
み
方
法　

８
月
１
日（
土
）か
ら

23
日（
日
）ま
で
に
電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

主
催　

牛
久
市
体
育
協
会
硬
式
テ
ニ
ス

部
後
援　

牛
久
市
教
育
委
員
会

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

牛
久
市
体

育
協
会
事
務
局（
牛
久
運
動
公
園
内
）

☎
８
７
３
・
２
４
８
６

第
37
回
ヘ
ル
シ
ー
ボ
ー
ル

教
室

　

大
人
も
子
ど
も
も
楽
し
く
汗
を
流
し

ま
し
ょ
う
！

日
時　

８
月
22
日（
土
）午
前
９
時
～
11

時
場
所　

牛
久
運
動
公
園
体
育
館
サ
ブ
ア

リ
ー
ナ

対
象　

市
内
に
在
住
・
在
勤
の
方
。
年

齢
は
問
い
ま
せ
ん
。

参
加
費　

大
人
の
み
１
０
０
円（
保
険

代
と
し
て
当
日
徴
収
し
ま
す
） 

※
運
動
の
で
き
る
服
装
で
、
上
履
き
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
締
め
切
り
日　

８
月
19
日（
水
）

主
催　

牛
久
市
体
育
協
会
ヘ
ル
シ
ー

ボ
ー
ル
サ
ー
ク
ル「
Ｂ
ｅ
ヘ
ル
シ
ー
」

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

牛
久
市
体

育
協
会
事
務
局（
牛
久
運
動
公
園
内
）

☎
８
７
３
・
２
４
８
６

各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室
無
料

体
験
実
施
中
！

　

幼
児
か
ら
小
学
生
時
期
の
動
体
視
力

を
鍛
え
て
ス
ポ
ー
ツ
も
学
力
も
大
幅

ア
ッ
プ
！
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
子
ど
も

た
ち
の
健
全
育
成
と
、
潜
在
能
力
の
開

発
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
レ
ッ
ス
ン
を
ぜ
ひ
一

度
お
子
さ
ん
に
体
験
さ
せ
て
あ
げ
て
く

だ
さ
い
。
※
各
ク
ラ
ス
定
員
制
な
り
ま

す
の
で
、
ご
興
味
の
あ
る
レ
ッ
ス
ン
は

お
早
め
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
時　

毎
週
月
・
火
・
水
・
金
・
土
・

日
曜
日
午
後
１
時
～
７
時
の
う
ち

１
～
２
時
間

場
所　

キ
ッ
ズ
ハ
ウ
ス
、
中
根
小
、
牛

久
小
、牛
久
二
小
、神
谷
小
、岡
田
小
、

ダ
ン
ス
ス
タ
ジ
オ（
時
間
帯
、
種
目

は
会
場
ご
と
に
違
い
ま
す
。
詳
細
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

種
目　

キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
、
キ
ッ
ズ
ス

ポ
ー
ツ
、ア
ス
リ
ー
ト
ク
ラ
ブ
、フ
ッ

ト
サ
ル
、
テ
ニ
ス

対
象　

幼
稚
園
児（
年
少
）～
小
学
６
年
生

参
加
費　

体
験
無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
ミ
ラ
ク
ル
ス
ポ
ー
ツ
・
キ
ン
グ
ダ

ム
事
務
局
☎
８
７
２
・
５
９
３
９

Ｅ
メ
ー
ルkim

ura
@

npo-m
sk.ne.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w

.npo-

m
sk.ne.jp
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Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
ジ
ュ
ニ
ア
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
う
し
く
メ
ン
バ
ー
募
集

　

室
内
楽
か
ら
、オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
ま
で
、

一
緒
に
演
奏
し
ま
せ
ん
か
。
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ

市
民
コ
ン
サ
ー
ト
の
会
で
は
小
学
生
か

ら
高
校
生
ま
で
の
弦
楽
器（
バ
イ
オ
リ

ン
、
ビ
オ
ラ
、
チ
ェ
ロ
、
コ
ン
ト
ラ
バ

ス
）
の
演
奏
が
で
き
る
経
験
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
各
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
楽

譜
を
用
意
し
、土
曜
日
の
夕
方（
月
１
～

２
回
）練
習
し
て
い
ま
す
。
普
段
は「
Ｍ

Ｕ
Ｓ
Ｅ
ジ
ュ
ニ
ア
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
う
し

く
」
と
し
て
活
動
し
、
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
の
コ

ン
サ
ー
ト
で
は
、「
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
う
し
く
」
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
演

奏
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

内
藤
☎
８

７
１
・
８
１
６
４

２
０
０
９「
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
フ

レ
ッ
シ
ュ
コ
ン
サ
ー
ト
」

日
時　

８
月
22
日（
土
）午
後
２
時
～

場
所　

つ
く
ば
市
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

（
つ
く
ば
市
下
岩
崎
１
２
６
４
‐
１
）

出
演
者　

Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
会
員
の
若
手
演
奏

家
、
平
田
里
子（
ソ
プ
ラ
ノ
）、
森
重

ま
り
な（
ピ
ア
ノ
）、長
谷
見
枝
里（
打

楽
器
）、
横
田
智
子（
バ
イ
オ
リ
ン
）、

遠
藤
智
彰（
バ
リ
ト
ン
）、
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
メ
ン
バ
ー
。

曲
目　

歌
劇“
つ
ば
め
”
よ
り「
ド
レ
ッ

タ
の
美
し
い
夢
」、「
水
の
戯
れ
」、「
サ

イ
ド 

バ
イ 

サ
イ
ド
」、「
カ
ル
メ
ン

幻
想
曲
」ほ
か

入
場
料　

【
前
売
り
券
】大
人
１
０
０
０

円
、【
当
日
券
】大
人
１
２
０
０
円

※
子
ど
も（
中
学
生
以
下
）は
大
人
料
金

の
半
額
。

発
売
窓
口　

浩
文
堂
書
店（
エ
ス
カ
ー

ド
牛
久
１
階
）
☎
８
７
２
・
０
８
８

６
、
ウ
イ
ン
ズ
・
ユ
ー
☎
８
７
０
・

３
６
６
３

問
い
合
わ
せ　

根
本
☎
８
７
４
・
７
０

８
８
、
渡
邊
☎
８
７
４
・
６
７
５
６

ウ
シ
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

in
牛
久
大
仏「
大
仏
ジ
ャ
ム
」

　

音
楽
で
街
を
楽
し
く
し
よ
う
！
を

テ
ー
マ
に
活
動
し
て
き
た「
ウ
シ
ロ
ッ

ク
」。
そ
の
一
年
目
の
集
大
成「
大
仏

ジ
ャ
ム
」
の
開
催
が
決
定
！
ロ
ッ
ク
に

ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
、
も
ち
ろ
ん
地
元

の
バ
ン
ド
も
参
加
予
定
。豊
か
な
自
然
、

暑
い
日
差
し
の
中
、
音
楽
で
一
つ
に
な

ろ
う
！
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
出
店
参

加
者
も
募
集
中（
参
加
費
用
１
５
０
０

円
）。
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

日
時　

８
月
22
日（
土
）午
前
10
時
～
午

後
５
時

場
所　

牛
久
大
仏
園
内
特
設
ス
テ
ー
ジ

入
場
料　

無
料（
牛
久
大
仏
の
拝
観
料

と
し
て
大
人
５
０
０
円
、
子
ど
も
３

０
０
円
が
別
途
掛
か
り
ま
す
）

主
催　

Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
ウ
シ
ロ
ッ
ク
市
民

リ
ー
グ
・
チ
ー
ム
ウ
シ
ロ
ッ
ク

問
い
合
わ
せ　

Ｅ
メ
ー
ルushirock@

g
m

a
il.com

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://

a
m

eblo.jp/iba
ra

kiushirock/

太
極
拳
サ
ー
ク
ル
会
員
募
集

　

ご
一
緒
に
楽

し
く
、
無
理
な

く
、
気
持
ち
良

く
け
い
こ
を
し

ま
せ
ん
か
。
私

た
ち
太
極
拳

サ
ー
ク
ル「
友
遊
」は
、
老
若
男
女
楽
し

く
、
和
や
か
に
、
健
康
増
進
の
た
め
け

い
こ
に
励
ん
で
い
ま
す
。
体
験（
無
料
）

は
い
つ
で
も
歓
迎
し
ま
す
。

日
時　

毎
月
第
１
・
第
３
・
第
４
水
曜

日
午
後
７
時
15
分
～
８
時
45
分

場
所　

緑
ケ
丘
区
民
館（
南
５
‐
19
‐

17
）

講
師　

佐
藤
秀
子
先
生（
楊
名
時
太
極

拳
）

問
い
合
わ
せ　

香
取
☎
８
７
３
・
３
１

９
４

エ
ク
セ
ル
初
級
講
座

　

県
南
地
域
高
齢
者
は
つ
ら
つ
百
人

委
員
会
で
は
、「
ワ
ー
ド
初
級
講
座
」、

「
ワ
ー
ド
中
級
講
座
」に
引
き
続
き
、「
エ

ク
セ
ル
初
級
講
座
」
を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
エ
ク
セ
ル
も
習
得
し
、
Ｉ

Ｔ
社
会
に
遅
れ
る
こ
と
な
く
生
活
の
幅

を
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

日
時　

９
月
８
日
～
11
月
３
日
の
各
火

曜
日
午
前
10
時
～
正
午（
全
７
回
）※

９
月
22
日
、
10
月
13
日
休
講
。

場
所　

つ
く
ば
市
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

（
つ
く
ば
市
下
岩
崎
１
２
６
４
‐
１
）

※
無
料
駐
車
場
あ
り
。

対
象　

お
お
む
ね
50
歳
以
上

定
員　

25
人
※
先
着
順
。

受
講
料　

５
０
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
、

資
料
代
、
保
険
料
ほ
か
）

申
し
込
み
方
法　

氏
名
、
郵
便
番
号
、

住
所
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
Ｅ

メ

ー

ル（k
en

n
an

1
0
0
n
in

@
o
rio

n
.

o
cn

.n
e.jp

）、
Ｆ
Ａ
Ｘ（
８
５
８
・

０
７
７
６
）、
ま
た
は
往
復
は
が
き

（「
〒
３
０
５
‐
０
０
４
６
つ
く
ば
市

並
木
３
‐
16
‐
１
横
田
ハ
イ
ツ
１
０

２
百
人
委
員
会
事
務
所 

斉
藤
久
子
」

あ
て
）で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

百
人
委
員
会
事
務
所

（
斉
藤
）☎
８
５
８
・
０
７
７
６
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キ
ッ
ズ
ピ
ザ
作
り

　

前
回
満
員
で
お
断
り
し
た
15
人
の
皆
さ

ん
な
ど
向
け
に
、
ピ
ザ
作
り
を
行
い
ま
す
。

日
時　

９
月
13
日（
日
）午
前
９
時
～
正

午（
午
前
８
時
45
分
～
受
け
付
け
）

場
所　

市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
調

理
実
習
室

対
象　

初
め
て
参
加
す
る
４
歳
・
５
歳

児（
年
中
・
年
長
さ
ん
）

定
員　

18
人
※
先
着
順
。

参
加
費　

８
０
０
円

持
参
す
る
物　

①
エ
プ
ロ
ン
②
バ
ン
ダ

ナ
③
ミ
ニ
タ
オ
ル
④
26
㎝
ぐ
ら
い
の
皿

⑤
④
が
入
る
袋
な
ど
⑥
は
さ
み
※
す

べ
て
に
名
前
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
方
法　

８
月
６
日（
木
）午
後

７
時
か
ら
９
時
ま
で
に
電
話
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

主
催　

キ
ッ
ズ
・
ク
ッ
キ
ン
グ

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

横
山
☎
８

７
４
・
１
４
３
０

韓
国
料
理
サ
ー
ク
ル
会
員

募
集

日
時　

火
曜
日
午
前
10
時
～
正
午
※
詳

細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

場
所　

市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
調

理
室

内
容　

韓
国
の
家
庭
料
理
を
学
ぶ
サ
ー

ク
ル
で
す
。
講
師
先
生
は
本
場
の
ソ

ウ
ル
出
身
の
方
を
迎
え
て
韓
国
の
風

習
な
ど
の
話
も
交
え
な
が
ら
楽
し
く

習
っ
て
い
ま
す
。

参
加
費　

２
０
０
０
円
程
度（
材
料
費

込
み
）

問
い
合
わ
せ　

大
木
☎
０
９
０
・
４
１

７
５
・
７
２
２
４

小
原
流
い
け
ば
な
会
会
員

募
集

　

生
け
る
人
の
表

現
を
大
切
に
し
て

個
性
を
引
き
出
す

先
生
の
指
導
力
に

魅
力
を
感
じ
、
季

節
の
花
を
自
由
に

生
け
て
心
を
潤
し
て
い
ま
す
。

日
時　

第
１
・
第
３
火
曜
日
午
前
10

時
～
正
午

場
所　

市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

講
師　

出
来
尾
桂
穂
先
生

月
会
費　

３
５
０
０
円（
花
代
含
む
）

問
い
合
わ
せ　

竹
中
☎
８
７
４
・
５
３

０
１
、
染
谷
☎
８
７
２
・
６
５
２
９

守
谷
市
街
と
公
園
通
り
を

歩
こ
う
参
加
者
募
集

日
時　

８
月
27
日（
木
）午
前
９
時
30
分

受
け
付
け
、
午
前
10
時
出
発

集
合
・
解
散
場
所　

Ｔ
Ｘ
守
谷
駅
東
口

※
ビ
ー
ル
の
試
飲
を
さ
れ
る
方
は
集

合
・
解
散
場
所
へ
は
電
車
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

歩
行
距
離　

約
10
㎞
公
園
通
り
巡
り

後
、ビ
ー
ル
工
場
見
学（
試
飲
あ
り
）。

見
学
後
Ｔ
Ｘ
守
谷
駅
ま
で
バ
ス
で
お

送
り
し
ま
す
。

参
加
費　

２
０
０
円（
昼
食
、
飲
み
物

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
）

申
し
込
み
方
法　

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

牛
久

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ク
ル（
沼
尻
）

☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
８
４
７
・
７
２
８
３
、

牛
久
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ク
ル
事
務

局（
佐
藤
）☎
０
９
０
・
３
０
４
４
・

６
１
９
１

地
球
の
ス
テ
ー
ジ　

あ
り

が
と
う
の
物
語

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
上
映
会

　

午
後
３
時
45
分
か
ら
佐
藤
威
一
郎

監
督
に
映
画
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
伺
い
ま

す
。
※
命
懸
け
で
撮
っ
た
紛
争
地
域
ガ

ザ
の
記
録
写
真
展
同
時
開
催
。

日
時　

８
月
28
日（
金
）【
昼
の
部
】
午

後
２
時
～
、【
夜
の
部
】午
後
６
時
～

場
所　

エ
ス
カ
ー
ド
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

入
場
料　

大
人
５
０
０
円
、
高
校
生
以

下
１
０
０
円

チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い　

浩
文
堂
書
店

（
エ
ス
カ
ー
ド
牛
久
１
階
）、ハ
モ
ナ
・

カ
フ
ェ（
市
役
所
前
）

主
催　

牛
久
市
読
書
団
体
連
合
会

後
援　

牛
久
市
、牛
久
市
教
育
委
員
会
、

牛
久
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活

動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク「
ゆ
め
ま
ち
ネ
ッ

ト
」、
牛
久
市
文
化
協
会
、
牛
久
市

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
、
牛
久
市
子
ど

も
会
育
成
連
合
会
、
青
少
年
育
成
牛

久
市
民
会
議

問
い
合
わ
せ　

佐
々
江
☎
０
９
０
・
４

３
８
８
・
３
７
６
９
、
吉
岡
☎
０
９

０
・
６
１
８
６
・
６
９
０
０

関
東
つ
く
ば
銀
行
年
金
無

料
相
談（
要
予
約
）

日
時　

９
月
９
日（
水
）午
前
10
時
～
午

後
３
時

場
所　

関
東
つ
く
ば
銀
行
牛
久
東
支
店

会
議
室（
２
階
）

相
談
内
容　

年
金
受
給
に
関
す
る
手
続

き
な
ど

相
談
料　

無
料（
個
別
相
談
）

持
参
す
る
物　

年
金
手
帳
な
ど

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

関
東
つ
く

ば
銀
行
牛
久
東
支
店（
橋
本
・
藤
咲
）

☎
８
７
４
・
２
１
２
１
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わ
が
街
の
木

な
で
た
く
な
る
美
し
い
幹
肌

ナ
ツ
ツ
バ
キ（
ツ
バ
キ
科
）

　

高
さ
10
数
メ
ー
ト
ル
に
な
る
落
葉
高
木
。

新
潟
・
福
島
県
以
西
に
分
布
。
別
名
シ
ャ

ラ
ノ
キ
。 

樹
皮
は
薄
く
は
が
れ
落
ち
、
独

特
の
模
様
が
で
き
、
す
べ
す
べ
し
た
木
肌

と
と
も
に
、
一
見
し
て
そ
れ
と
分
か
り
ま

す
。
花
期
は
６
月
～
７
月
。
そ
の
年
に
伸

び
た
枝
に
や
や
上
向
き
に
白
い
花
を
付
け

ま
す
。
花
弁
の
縁
は
優
雅
に
波
打
ち
、
黄

色
い
お
し
べ
と
の
対
比
が
鮮
や
か
で
、
そ

の
姿
は
ま
さ
に
夏
の
ツ
バ
キ
で
す
。
夏
に

公
園
や
庭
で
純
白
の
花
を
目
に
す
る
と
す

が
す
が
し
い
気
分
に
包
ま
れ
ま
す
。
秋
に

は
華
や
か
な
紅
葉
を
見
せ
た
後
、
と
が
っ

た
果
実
は
五
つ
に
裂
け
、
種
子
が
風
に
散
っ

て
ゆ
き
ま
す
。

【
牛
久
運
動
公
園
】

資
料
提
供
…
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
う
し
く
里
山
の

会〈
チ
ー
ム
街
路
樹
20
﹀

問
い
合
わ
せ　

市
緑
化
推
進
課
☎
内
線

１
５
１
１

草
木
染
め
参
加
者
募
集

　

牛
久
自
然
観
察
の
森
で
、
優
し
い

色
合
い
の
草
木
染
め
教
室
を
開
き
ま

す
。
ア
イ（
生
葉
）ほ
か
、
準
備
し
ま
す

が
、
試
し
て
み
た
い
物（
野
草
、
タ
マ

ネ
ギ
な
ど
）
が
あ
れ
ば
、
お
持
ち
く
だ

さ
い
。
こ
ち
ら
で
、
染
め
る
絹
と
木
綿

の
ハ
ン
カ
チ
を
準
備
し
ま
す
。
ご
自
分

で
Ｔ
シ
ャ
ツ
な
ど
の
染
め
た
い
物
が
あ

れ
ば
、
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
当
日
は
当

方
で
軽
食
を
準
備
し
ま
す
。

日
時　

８
月
23
日（
日
）午
前
９
時
30
分

現
地
集
合

場
所　

牛
久
自
然
観
察
の
森　

第
一
駐

車
場
梅
林
奥
の
炭
小
屋
前

対
象　

大
人
の
方

参
加
費　

【
会
員
】
無
料（
会
員
に
は
ハ

ン
カ
チ
は
付
き
ま
せ
ん
の
で
、
準
備

し
て
く
だ
さ
い
）【
会
員
以
外
】２
０

０
０
円（
保
険
料
含
む
）

定
員　

20
人
※
先
着
順
。

持
参
す
る
物　

お
わ
ん
、
は
し
、
飲
み

物
※
作
業
が
で
き
、
汚
れ
て
も
よ
い
服
装

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

主
催　

う
し
く
里
山
の
会　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

雨
宮
☎
０

９
０
・
１
８
７
７
・
１
０
５
７
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　４月に開園したつつじが丘ふたばラ

ンド保育園のお友だちは、七夕飾りを

作りました。

　ササには、折り紙で作った飾りとと

もに、みんなの将来の夢、行きたい場

所などの願い事を書いた短冊を飾りま

した。また、ちぎり絵で男の子はひこ星、

女の子は織り姫を分担し、みんなで協

力して上手に作りました。
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再生紙を使用しています。

環境に優しい大豆インキを使用しています。

つつじが丘
ふたばランド保育園の

お友だち

　この写真は、昭和36年の夏休みに田宮町の薬師寺境内

で行われた、田宮地区内小中学校合同ラジオ体操会の様

子を撮影したものです。ラジオ体操には近所の大人たち

も集まり、たくさんの人たちが体操をしました。また、

子どもたちは、カードにスタンプを押してもらうのを楽

しみに参加していました。　　　　（田宮町　永井氏所有）

「
昔
の
う
し
く
」の
写
真
を

募
集
し
て
い
ま
す

　

皆
さ
ん
の
ご
家
庭
に
眠
っ
て
い
る「
昔
の
う

し
く
」の
写
真
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

市
で
は
今
、
そ
の
よ
う
な「
昔
の
う
し
く
」

の
写
真
を
収
集
し
て
い
ま
す
。「
懐
か
し
い
」

「
残
し
た
い
」
写
真
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

※
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
牛
久
市
の
文
化
芸

術
」の
中
に
掲
載
を
開
始
し
ま
し
た
。

問い合わせ　市生涯学習課（市中央

　生涯学習センター内）☎871-2301

そらぐみ


